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Ⅰ 本報告書の見方

本調査の結果及び対策は、鹿児島県教育委員会が平成３１年１月に実施した鹿児島学習定着度調査に

おける鹿児島市に関係するものです。

ついては、各学校において、本冊子を活用し、本市全体の状況を把握するとともに、全市的な傾向との

比較・分析などを通して自校の課題を明確にし、今後の個に応じたきめ細かな指導や問題解決的な学習

活動など、教員の指導方法の工夫や児童生徒の学習状況の改善を図ってください。

【調査内容に関する表記について】

本調査では、学力調査と学習状況調査が行われています。学力調査は、次の二つの内容で出題さ

れています。

① 主として「基礎・基本」に関する問題・・・本書では、「基礎・基本」と示しています。

② 主として「思考・表現」に関する問題・・・本書では、「思考・表現」と示しています。

②の問題は、次の内容を問うものであり、本書では各教科ごとに「思考・表現１」などと番号を

用いて示しています。

教科名 番号 主として「思考・表現」に関する問題の内容

１ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用して課題解決する問題

２ 身近な資料を用いて、表現の仕方や文章の特徴を捉え、自分の表現に役立

国 語 てることができるようにする問題

３ 複数の情報を関連付け、それを基に自分の考えを論理的に書くことができ

るようにする問題

１ 社会的事象の特徴や背景・原因等について、自分の考えを筋道立てて説明

する問題

社 会
２ 提示された資料を関連付けたり、比較したりして読み取ったことを基に、

社会的事象について説明する問題

３ 歴史的事象の相互の関係を判断したり、社会的事象について正しく説明し

ているものを判断したりする問題（選択肢による出題）

１ 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用して課題解決する問題

算数・数学
２ 示された課題解決の過程を、新たな課題に活用して解決する問題

３ 課題解決の方法や判断の根拠などを言葉や数、式、図、表、グラフなどを

用いて、筋道立てて説明する問題

１ 観察、実験の結果（事実・データ）から結論を考察する問題

理 科 ２ 原理、法則を他の身近な現象に当てはめて説明する問題

３ 視覚的に実感しにくい現象をモデルで説明する問題

１ 「聞くこと」においては、聞き取った英語を基に、英文を完成させたり、

英語の質問文に英語で答えたりする問題

英 語
２ 「読むこと」においては、文と文のつながりや段落と段落の関係、内容に

合う英文選択などを問う問題

３ 「書くこと」においては、対話やまとまりのある文章における流れや文と

文のつながりに留意し、適切な英文を書く問題
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Ⅱ 調査結果の概要

１ 調査の概要
(1) 趣 旨
ア 基礎的・基本的な知識・技能及び思考力・判断力・表現力等に関する学力状況及び児童

生徒の学習に関する意識や学び方などの学習状況の把握

イ 市全体の状況把握、個に応じたきめ細かな指導方法の工夫・改善

(2) 内 容 小学校：国語・社会・算数・理科、児童質問紙、学校質問紙
中学校：国語・社会・数学・理科・英語、生徒質問紙、学校質問紙

(3) 実施日 平成３１年１月１６日(水）・１７日(木)

(4) 対 象 全ての市立小・中学校

調 査 実 施 校 数 調査実施児童生徒数
学 校 種 学 年

鹿児島市 鹿児島県 鹿児島市 鹿児島県

小 学 校 第５学年 ７７校 ４９１校 ５,０６５人 １３,６３７人

第１学年 ３９校 ２１２校 ４,４９４人 １２,４２３人
中 学 校

第２学年 ３９校 ２１８校 ４,４９３人 １２,４１３人

２ 学力調査の結果
(1) 各教科の平均通過率

(2) 結果の概要

小学校は、社会の「思考・表現」、算数の「基礎・基本」及び「全体」、理科の「基礎・

基本」以外において県平均通過率を上回っている。

中学校は、全ての教科で「基礎・基本」、「思考・表現」、「全体」のいずれも県平均通過

率を上回っている。

市（％） 県（％） 差（市-県） 市（％） 県（％） 差（市-県） 市（％） 県（％）

小５ 65.3 64.8 0.5 49.6 47.5 2.1 61.1 60.1 1.0 (0.6)

中１ 65.7 63.2 2.5 61.2 58.5 2.7 64.4 61.9 2.5 (2.3)

中２ 72.9 71.0 1.9 60.0 58.4 1.6 69.4 67.6 1.8 (1.0)

小５ 80.4 79.8 0.6 57.7 58.1 -0.4 73.2 72.9 0.3 (0.3)

中１ 70.8 68.8 2.0 47.7 46.5 1.2 63.9 62.2 1.7 (1.8)

中２ 55.9 54.9 1.0 42.7 42.6 0.1 52.0 51.2 0.8 (1.0)

小５ 77.6 78.0 -0.4 62.5 62.3 0.2 72.6 72.8 -0.2 (0.4)

中１ 68.6 68.0 0.6 41.6 39.0 2.6 60.9 59.7 1.2 (2.0)

中２ 68.4 65.1 3.3 58.8 54.1 4.7 64.6 60.8 3.8 (1.2)

小５ 59.6 59.7 -0.1 49.0 47.8 1.2 55.0 54.6 0.4 (0.0)

中１ 64.7 62.2 2.5 55.5 53.9 1.6 61.4 59.2 2.2 (2.4)

中２ 58.4 55.9 2.5 41.3 39.0 2.3 52.7 50.3 2.4 (0.0)

中１ 77.3 76.5 0.8 68.2 67.9 0.3 73.9 73.3 0.6 (3.7)

中２ 61.7 58.3 3.4 43.4 41.4 2.0 54.6 51.7 2.9 (3.0)

国
語

社
会

算
数
・
数
学

理
科

英
語

学年
基礎・基本 思考・表現 全体

差（市-県）  （H29）
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３ 児童生徒質問紙に対する回答の割合
(1) 家庭学習について ※ ①の〔 〕はＨ２９の数値

質 問 内 容 学年 市(%) 県(%) 差(市-県)

① 家で、学校の宿題をしていますか。 小５ 95.0 84.0 11.0
（質問１） 〔84.5〕〔84.1〕〔 0.4〕

※ 「している」「どちらかといえばしている」と回答した児童 中１ 92.6 78.6 14.0
生徒の割合（②も同じ） 〔77.8〕〔79.7〕〔-1.9〕

中２ 88.4 73.8 14.6
〔76.0〕〔76.9〕〔-0.9〕

② 家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。 小５ 65.7 65.8 -0.1
（質問３）

中１ 57.4 58.0 -0.6

中２ 50.4 50.5 -0.1

(2) 学校での学習活動について ※ 〔 〕はＨ２９の数値

質 問 内 容 学年 市(%) 県(%) 差(市-県)

③ 授業中に、自分で考えたり、自分から進んで活動に取り 小５ 76.2 78.0 -1.8
組んだりしていますか。 〔77.6〕〔78.0〕〔-0.4〕

（質問１６）
中１ 72.1 73.7 -1.6

※ 「よくしている」「どちらかといえばしている」と回答した 〔72.0〕〔72.5〕〔-0.5〕
児童生徒の割合

中２ 70.3 71.4 -1.1
〔71.2〕〔71.3〕〔-0.1〕

④ 授業中に、先生から教えてもらったことや友達と話し合 小５ 72.5 74.0 -1.5
ったことなどを通じて、自分の考えを深めたり広げたりす 〔73.3〕〔72.0〕〔 1.3〕
ることができていますか。

（質問１７） 中１ 73.0 73.1 -0.1
〔72.2〕〔71.4〕〔 0.8〕

※ 「よくできている」「どちらかといえばできている」と回答

した児童生徒の割合（⑤も同じ） 中２ 72.4 71.8 0.6
〔71.6〕〔71.1〕〔 0.5〕

⑤ 授業で学んだことを、ほかの学習や普段の生活に生かす 小５ 81.7 81.8 -0.1
ことができていますか。 〔82.2〕〔82.1〕〔 0.1〕

（質問１８）
中１ 73.0 72.6 0.4

〔73.3〕〔72.3〕〔 1.0〕

中２ 67.5 67.4 0.1
〔70.0〕〔68.4〕〔 1.6〕

(3) 結果の概要

家で学校の宿題をしている児童生徒の割合は、どの学年も昨年度より増加している（①）。

ただし、自分で計画を立てて勉強している児童生徒の割合は、県平均を下回っている（②）。

また、家庭学習に取り組んでいる割合は、学年が上がるにつれて減少している（①、②）。

学校での学習活動については、小学校は、全項目で県平均を下回っている（③～⑤）。特に、

「授業中に、自分で考えたり、自分から進んで活動に取り組んだりしている」と回答している

児童生徒の割合は、全学年で昨年度に引き続き、県平均を下回っている（③）。また、授業で

学んだことを他教科等や生活に生かすことについては、学年が上がるにつれてその割合が減少

している（⑤）。
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Ⅲ　学力調査の結果

市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 65.3% 64.8% 0.5 49.6% 47.5% 2.1 61.1% 60.1% 1.0
中１ 65.7% 63.2% 2.5 61.2% 58.5% 2.7 64.4% 61.9% 2.5
中２ 72.9% 71.0% 1.9 60.0% 58.4% 1.6 69.4% 67.6% 1.8

　１　国語　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

　 (1)　全体

学　　年
基礎・基本 思考・表現 全　体

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、小５、中１、中２いずれも県の平均通過率を上回っている。 
○ 「基礎・基本」では、分布から全学年山型になっている。    
○ 「思考・表現」では、分布図から小５、中１はふた山型になっており下位層が多いことが分かる。 
◆ 「基礎・基本」では、通過率の低い問題の補充指導をすることで、定着を図る。「思考・判断」  
 では、課題に対して様々な言語活動を位置付けたり、個に応じた対応をしたりすることで、能力の 
 育成を図る。      

【小学校第５学年】 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

話すこと聞くこと 61.4% 59.2% 2.2
書くこと 56.4% 55.1% 1.3
読むこと 47.1% 45.1% 2.0
伝国 70.7% 70.8% -0.1  

イ　中学校第１学年

市 県

話すこと聞くこと 74.8% 73.3% 1.5
書くこと 56.9% 54.2% 2.7
読むこと 58.3% 54.6% 3.7
伝国 69.2% 67.5% 1.7
ウ　中学校第２学年

市 県

話すこと聞くこと 60.4% 58.5% 1.9
書くこと 64.2% 62.2% 2.0
読むこと 71.1% 69.4% 1.7
伝国 70.9% 69.0% 1.9

　　 　ア　小学校５年生

市 県

話す・聞く能力 61.4% 59.2% 2.2
書く能力 56.4% 55.1% 1.3
読む能力 47.1% 45.1% 2.0  

言語に関する知識理解 70.7% 70.8% -0.1

　　 　イ　中学校１年生

市 県

話す・聞く能力 74.8% 73.3% 1.5
書く能力 56.9% 54.2% 2.7
読む能力 58.3% 54.6% 3.7  

言語に関する知識理解 69.2% 67.5% 1.7

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

話す・聞く能力 60.4% 58.5% 1.9
書く能力 64.2% 62.2% 2.0
読む能力 71.1% 69.4% 1.7  

言語に関する知識理解 70.9% 69.0% 1.9

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

67.5% 

54.6% 

54.2% 

73.3% 

69.2% 

58.3% 

56.9% 

74.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国に関する事項 

読むこと 

書くこと 

話すこと・聞くこと 

市 県 

69.0% 

69.4% 

62.2% 

58.5% 

70.9% 

71.1% 

64.2% 

60.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国に関する事項 

読むこと 

書くこと 

話すこと・聞くこと 
市 県 

70.8% 

45.1% 

55.1% 

59.2% 

70.7% 

47.1% 

56.4% 

61.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

伝国に関する事項 

読むこと 

書くこと 

話すこと・聞くこと 

市 県 

70.8% 

45.1% 

55.1% 

59.2% 

70.7% 

47.1% 

56.4% 

61.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語に関する知識理解 

読む能力 

書く能力 

話す・聞く能力 

市 県 

67.5% 

54.6% 

54.2% 

73.3% 

69.2% 

58.3% 

56.9% 

74.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語に関する知識理解 

読む能力 

書く能力 

話す・聞く能力 

市 県 

69.0% 

69.4% 

62.2% 

58.5% 

70.9% 

71.1% 

64.2% 

60.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語に関する知識理解 

読む能力 

書く能力 

話す・聞く能力 

市 県 

○ 「内容・領域別」、「観点別」の平均通過率は、県より高い結果が出ている。 
◆ 「読むこと」及び「読む能力」は、様々な文種やグラフを比較して読み、必要な情報を取捨 
 選択しまとめる学習過程を設定したい。 
◆ 小５においては、漢字や語彙を更に習得させるとともに、生活の中で活用していく学習活動  
  に継続して取り組ませたい。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・基
本

思考・表
現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

伝国
話す
・
聞く

書く 読む 言語
基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

1 ア 小４ ○ ○ ○ 52.6% 1.5% 50.8% 1.6%

2 イ 小１ ○ ○ ○ 58.0% 0.5% 54.2% 0.6%

3 ウ 小５ ○ ○ ○ 77.7% 1.5% 79.3% 1.5%

4 エ 小３ ○ ○ ○ 80.6% 2.7% 83.7% 2.7%

5 2 小３ ○ ○ ○ 52.2% 0.4% 49.8% 0.5% 　手紙を書き方のきまりを
理解しているか。

6 1 小３ ○ ○ ○ 90.6% 2.6% 91.3% 2.6%

7 2 小３ ○ ○ ○ 50.9% 3.2% 48.1% 3.3%

8 1 小４ ○ ○ ○ 61.0% 0.5% 58.9% 0.7% 　季語を理解しているか。

9 2 小４ ○ ○ ○ 66.8% 0.7% 68.4% 0.8% 　慣用句の意味を理解して
いるか。

10 二 小３ ○ ○ ○ 70.4% 0.4% 70.1% 0.5%
　国語辞典の基本的な引き
方を身に付けているか。

11 三 小５ ○ ○ ○ 93.3% 0.4% 93.6% 0.6%
　相手や場面に応じて、敬
語を適切に使うことができ
るか。

12 四 小２ ○ ○ ○ 80.6% 0.4% 80.3% 0.6%
　主語と述語の関係を理解
しているか。

13 五 小５ ○ ○ ○ 67.7% 0.5% 70.0% 0.6%
　文章における語句と語句
の関係を理解しているか。

14 ① 小４ ○ ○ ○ 66.0% 0.3% 69.7% 0.3%

15 ② 小４ ○ ○ ○ 67.7% 0.3% 69.4% 0.3%

16 二 小５ ○ ○ ○ 43.9% 3.9% 45.0% 3.6%
　聞き手として、話し手の
発言の要点をまとめること
ができるか。

17 一 小２ ○ ○ ○ 31.0% 7.3% 32.7% 6.8%

　登場人物の心情に関わっ
て、文章の中で大事になる
言葉を書き抜くことができ
るか。

18 二 小４ ○ ○ ○ 31.9% 9.8% 33.8% 9.0%

　各場面の様子に気を付け
ながら、場面と場面とを関
係付けて読むことができる
か。

19
①
表
現

小5 ○ ○ ○ 29.0% 18.2% 31.0% 17.4%

20
②
効
果

小5 ○ ○ ○ 59.3% 18.3% 61.7% 17.4%

21 ① 小５ ○ ○ ○ 36.8% 8.2% 38.5% 8.5%

22 ② 小５ ○ ○ ○ 66.8% 2.9% 68.5% 3.0%

23 ③ 小５ ○ ○ ○ 60.7% 3.0% 63.2% 3.2%

24 ① 小５ ○ ○ ○ 60.5% 17.3% 63.7% 15.8%

　事実と感想、意見などと
の関係を押さえ、自分の考
えを明確にしながら読むこ
とができるか。

25 ② 小５ ○ ○ ○ 43.9% 17.9% 47.1% 16.2%

　引用したり、図表やグラ
フなどを用いたりして、自
分の考えが伝わるように書
くことができるか。

26 ③ 小５ ○ ○ ○ 64.0% 17.9% 64.9% 16.1%
　目的や意図に応じて簡単
に書いたり、詳しく書いた
りすることができるか。

問題数 19 7 3 4 7 12 3 4 7 12

出題
割合

73.1% 26.9% 11.5% 15.4% 26.9% 46.2% 11.5% 15.4% 26.9% 46.2%

64.8% 47.5% 5.4% 65.3% 49.6% 5.2%

内容領域別

4

通過率

計

　文章の内容を的確に押さ
えて要旨を捉えることがで
きるか。
　筆者の意図や思考を想定
して読むことができるか。

60.1% 61.1%

二

　インタビューにおける聞
き手や話し手の役割を理解
しているか。

出題の意図

　学年別漢字配当表に示さ
れている漢字を正しく読ん
だり、書いたりすることが
できるか。

県平均通過率

一

市平均通過率

　ローマ字を正しく読んだ
り、書いたりすることがで
きるか。

一

　暗示的に表現されている
登場人物の心情について、
叙述を基に想像して読むこ
とができるか。

設問 観 点 別

1

問題内容別

3

出題
学年

(4)  小学校第５学年

一

校内通過率

5

二

一

三

2
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１－一－ 1（小 4 漢字の書き）、大問 1－二－ 2（小 3ローマ字） 【基礎・基本】

漢字の書き 平均通過率
市 県 差

５０.８％ ５２.６％ -1.8

ローマ字 平均通過率
市 県 差

４８.１％ ５０.９％ -2.8

指導のポイント

２問とも、これまでも類似

の問題が出題されており、引

き続き課題である。

同音異義語の漢字について

は、文の中での意味を考えな

がら活用していく取組を繰り

返して確実に定着を図りた

い。

ローマ字に関しては、固有

名詞をローマ字に直す学習を

意図的に繰り返して定着を図

りたい。

(ｲ) 大問 4－三（小５ 暗示的に表現されている登場人物の心情について、叙述を基に想像して読
むことができる。）【思考・表現】

①表現 平均通過率
市 県 差

３１.０％ ２９.０％ 2.0
②効果 平均通過率
市 県 差

６１.７％ ５９.３％ 2.4

指導のポイント

根拠となる叙述や表現を基

に心情を考えていくために、

日常の学習の中で常に根拠を

意識して自分の考えをまとめ

ていく学習活動を行わせた

い。

また、考えを述べる際、文

章や経験など、複数の根拠を

挙げさせることで、自分の考

えを確かなものとしていきた

い。

-7-



　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・基
本

思考・表
現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

伝国
話す・
聞く 書く 読む 言語

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

1 1 中 ○ ○ ○ 31.7% 15.4% 36.3% 12.9%
　中学校新出音訓を正しく読
むことができるか。

2 2 中 ○ ○ ○ 82.5% 2.1% 84.5% 1.6%
　中学校新出音訓を正しく読
むことができるか。

3 3
小３
小４

○ ○ ○ 44.7% 8.7% 43.9% 8.2%
　小学校学習漢字を正しく書
くことができるか。

4 4
小４
小５

○ ○ ○ 50.1% 4.7% 55.2% 4.3%
　小学校学習漢字を正しく書
くことができるか。

5 二 小６ ○ ○ ○ 81.3% 4.4% 81.4% 4.2%
　小学校学習漢字の部首名を
理解し、書くことができる
か。

6 三 中１ ○ ○ ○ 63.2% 0.1% 66.3% 0.0%
　文節を理解し、適切に区切
ることができるか。

7 1 中１ ○ ○ ○ 57.5% 0.3% 60.6% 0.2%
　文章の内容を的確に理解
し、イメージを正しく捉え、
判断することができるか。

8 2 中１ ○ ○ ○ 82.8% 0.3% 84.0% 0.2%

　文章の内容を的確に押さえて
要旨を捉えたり、語句と語句と
の関係を理解したりすることが
できるか。

9 一 中１ ○ ○ ○ 62.2% 0.4% 67.1% 0.3%
　慣用句の意味を理解し、適
切に活用することができる
か。

10 1 中１ ○ ○ ○ 96.2% 0.7% 96.1% 0.8%
　歴史的仮名遣いを現代仮名
遣いに直すことができるか。

11 2 中１ ○ ○ ○ 72.8% 0.2% 72.7% 0.2%
　古語の意味を正しく理解す
ることができるか。

12 一 中1 ○ ○ ○ 70.7% 0.3% 71.2% 0.3%
　話し合いの流れを読んで、
司会の役割や働きを理解でき
るか。

13 二 中１ ○ ○ ○ 87.4% 0.3% 88.3% 0.2%
　話し合いの流れを整理しな
がら、的確に記録することが
できるか。

14 三 中１ ○ ○ ○ 61.9% 0.3% 64.8% 0.3%
　事例や根拠など、スピーチ
の構成のあり方について理解
できるか。

15 一 中１ ○ ○ ○ 85.4% 0.5% 86.9% 0.5%
　文章中で用いられている接
続語について、的確に捉える
ことができているか。

16 二 中１ ○ ○ ○ 38.8% 5.7% 44.9% 5.3%
　文章中で用いられている語
句について、的確に捉えるこ
とができるか。

17 三 中１ ○ ○ ○ 71.3% 1.0% 74.5% 1.1%
　文章の構成や展開を的確に
捉えることができるか。

18 1 中１ ○ ○ ○ 54.6% 15.3% 58.0% 14.9%
　文章から目的に応じて、必
要な情報を読み取ることがで
きるか。

19 2 中１ ○ ○ ○ 51.2% 1.9% 53.7% 1.9%
　図表を正しく読み取ること
ができるか。

20 3 中１ ○ ○ ○ 22.6% 17.2% 27.7% 16.6%
　文章から目的に応じて、必
要な情報を読み取ることがで
きるか。

21 4 中１ ○ ○ ○ 58.1% 14.3% 63.4% 13.6%
　自分の伝えたい事柄につい
て、条件に応じて文章にまと
めることができるか。

22 一 中１ ○ ○ ○ 56.4% 18.7% 59.1% 17.9%

　必要な情報に着目し、その
情報を関連付けながら、書か
れている内容を解釈すること
ができるか。

23 ① 中１ ○ ○ ○ 54.6% 27.0% 55.3% 25.6%

24 ② 中１ ○ ○ ○ 54.6% 27.3% 58.5% 25.9%

25 ③ 中１ ○ ○ ○ 51.3% 28.3% 54.8% 27.1%

問題数 18 7 3 4 8 10 3 4 8 10

出題
割合

72.0% 28.0% 12.0% 16.0% 32.0% 40.0% 12.0% 16.0% 32.0% 40.0%

63.2% 58.5% 7.8% 65.7% 61.2% 7.4%

64.4%

計

市平均通過率問題内容別 県平均通過率

61.9%

出題の意図

通過率

校内通過率

2

四

二

観 点 別内容領域別

1

出題
学年

(5)  中学校第１学年

設問

一

四

　自分の考えとその根拠を筋
道立てて書くことができる
か。

3

4

5

二
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１－一（中１漢字の読み）、大問４－四－３（中１文章から目的に応じて、必要な情報を
読み取ることができる。）【基礎・基本】

漢字の読み 平均通過率
市 県 差

３６.３％ ３１.７％ 4.6

文章理解 平均通過率
市 県 差

２７.７％ ２２.６％ 5.1

指導のポイント
中学校の新出漢字の読みに

ついては、語彙の習得を図り
定着させたい。
文章理解については、多様

な情報を多面的・多角的に関
連付けて読み、情報の取捨選
択を行いながら論理的に考え
る力の定着を図りたい。

(ｲ) 大問５－五－２（文章と図表との関連を考えながら文章を読む。自分の伝えたい事柄について、
条件に応じて文章にまとめることができる。）【思考・表現】

①（情報の選択と理由）平均通過率

市 県 差
５５.３％ ５４.６％ 0.7
②（情報と自分の考え）平均通過率

市 県 差
５８.５％ ５４.６％ 3.9
③（条件を踏まえて書く）平均通過率

市 県 差

５４.８％ ５１.３％ 3.5

③ 無 解 答 率

市 県 差

２７.１％ ２８.３％ -1.2

指導のポイント

複数の資料を基に作成した

レポートに、自ら選択した資

料を関連付けながら、自分の

意見を文章にまとめることが

求められている。日頃から、

資料と文章の関連をペアやグ

ループで話し合わせたり、複

数の資料から一つを選択して

文章と関連付けて書かせたり

する学習活動を取り入れて、

定着を図りたい。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・基
本

思考・表
現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

伝国
話す
・

聞く
書く 読む 言語

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

1 1
小１
小３

○ ○ ○ 99.3% 0.2% 99.4% 0.2%
　小学校学習漢字（音）が読
めるか。

2 2 中 ○ ○ ○ 82.5% 2.4% 84.4% 1.9%
　中学校学習漢字（訓）が読
めるか。

3 3 小５ ○ ○ ○ 72.2% 17.7% 73.0% 16.6%
　小学校学習漢字（訓）が書
けるか。

4 4 小５ ○ ○ ○ 43.0% 14.5% 43.5% 13.7%
　小学校学習漢字（音）が書
けるか。

5 1 中２ ○ ○ ○ 37.0% 0.6% 39.4% 0.5%
　形容詞の活用形を理解して
いるか。

6 2 中２ ○ ○ ○ 84.1% 0.2% 86.8% 0.1%
　接続詞のつなぎ方や表す意
味を理解しているか。

7 三 中２ ○ ○ ○ 62.9% 0.2% 64.6% 0.1%
　敬語の種類を理解している
か。

8 1 ○ ○ ○ 65.1% 0.4% 67.1% 0.2%

9 2 ○ ○ ○ 81.0% 0.4% 83.3% 0.2%

10 五 中２ ○ ○ ○ 40.2% 0.6% 41.3% 0.4%
　行書の特徴を理解している
か。

11 一 中１ ○ ○ ○ 61.7% 7.7% 66.7% 5.9%
　歴史的仮名遣いを現代仮名
遣いに直すことができるか。

12 二 中１ ○ ○ ○ 69.8% 0.7% 73.4% 0.5%
　動作の主体を捉えることが
できるか。

13 1 中２ ○ ○ ○ 89.8% 2.3% 91.7% 1.6%

14 2 中２ ○ ○ ○ 85.1% 3.1% 87.0% 2.4%

15 一 中２ ○ ○ ○ 74.4% 0.8% 77.0% 0.4%
　話合い活動における、 司
会の役割を理解しているか。

16 二 中２ ○ ○ ○ 42.5% 8.3% 43.8% 7.4%
　他者の発言の内容と意図を
捉えることができるか。

17 一 中１ ○ ○ ○ 83.9% 0.7% 86.0% 0.4%
　場面の展開や登場人物など
の描写を捉えることができる
か。

18 二 中２ ○ ○ ○ 83.6% 0.8% 85.5% 0.5%
　話の展開や描写の効果を捉
えることができるか。

19 1 中２ ○ ○ ○ 76.8% 1.5% 79.7% 1.0%
　登場人物の言動の意味を考
え、心情を捉えることができ
るか。

20 2 中２ ○ ○ ○ 51.2% 15.5% 52.4% 12.8%
　会話や話の展開から、登場
人物の心情を捉え、説明する
ことができるか。

21 一 中１ ○ ○ ○ 71.2% 1.6% 72.8% 1.2%
　接続詞の働きや文脈から筆
者の意図を捉えることができ
るか。

22 二 中１ ○ ○ ○ 60.4% 3.1% 61.8% 2.4%
　文章の展開を的確に捉える
ことができるか。

23 三 中２ ○ ○ ○ 51.3% 10.6% 51.4% 8.7%
　構想表の内容とグラフの関
連を捉え、選択した理由を説
明することができるか。

24 ① 中２ ○ ○ ○ 68.2% 15.9% 71.6% 13.6%

25 ② 中２ ○ ○ ○ 58.7% 16.1% 61.0% 13.8%

26 ③ 中２ ○ ○ ○ 59.8% 16.6% 59.8% 14.3%

問題数 19 7 2 3 9 12 2 3 9 12

出題
割合

73.1% 26.9% 7.7% 11.5% 34.6% 46.2% 7.7% 11.5% 34.6% 46.2%

71.0% 58.4% 5.5% 72.9% 60.0% 4.6%

県平均通過率

中１

設問

三

1

　提示された情報や考えを捉
えた上で自分の考えをもち、
的確に書けているか。

一

三

校内通過率

3

通過率

67.6%

計

出題
学年

二

四

四

(6)  中学校第２学年

5

2

4

内容領域別問題内容別

出題の意図

　古文を読み、文意を捉える
ことができるか。

市平均通過率観 点 別

69.4%

　文章の内容を的確に押さえ
て要旨を捉えたり、語句と語
句との関係を理解したりする
ことができるか。

-10-



イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１－二－１（中２ 形容詞の活用）、大問１－五（中２ 行書の特徴） 【基礎・基本】

形容詞の活用 平均通過率
市 県 差

３９.４％ ３７.０％ 2.4

行書の特徴 平均通過率
市 県 差

４１.３％ ４０.２％ 1.1

指導のポイント

形容詞の活用について、活

用形の意味や活用語尾に注目

し、正しい言葉遣いを意識さ

せ、確実に定着を図る。

筆順が変わったり、点画が

連続したりするなどの行書の

特徴について、実際に毛筆に

取り組む際に、課題となって

いる字以外についても例題を

多く取り上げ、定着を図る。

(ｲ) 大問５－三（構想表の内容とグラフの関係を捉え、選択した理由を説明することができる。）
【思考・表現】

①二つの観点 平均通過率
市 県 差

５１.４％ ５１.３％ 0.1
無解答率

８.７％ １０.６％ -1.9

指導のポイント

後藤さんは意見文を書く

際、参考となる文章を探し、

構想表を作成している。構想

表を基に本論で述べる意見の

裏付けとするためのグラフを

選び、その理由を答える問題

である。

日頃から、連続型テキスト

（文章）と非連続型テキスト

（図表等）を関連させて、必

要な情報を選択するような問

題解決型の学習活動を展開し

て、論理的に自分の考えを文

章にまとめる取組を通じて、

思考・表現する力を育みた

い。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 80.4% 79.8% 0.6 57.7% 58.1% -0.4 73.2% 72.9% 0.3
中１ 70.8% 68.8% 2.0 47.7% 46.5% 1.2 63.9% 62.2% 1.7
中２ 55.9% 54.9% 1.0 42.7% 42.6% 0.1 52.0% 51.2% 0.8

２　社会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、いずれの学年も県を上回っている。 
○ 「基礎･基本」では、いずれの学年も県を上回っているが、中２は７割に満たない状況であり、 
  課題が見られる。 
○ 「思考・表現」では、中１と中２は県を上回っているが、小５は、県を下回っており、課題が 
 見られる。 
◆ 考えをまとめる学習活動を行う際には、選択・判断した根拠や理由を明確にすることを意識し 
 た指導を行う。 
 

【小学校第５学年】 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

国土のようす 76.7% 75.9% 0.8
農業 70.5% 70.1% 0.4  

水産業 78.3% 79.2% -0.9
工業 74.7% 71.1% 3.6

運輸・貿易 55.3% 55.6% -0.3

イ　中学校第１学年

市 県

世界の地域構成 66.6% 65.1% 1.5
人々の生活と環境 68.6% 66.7% 1.9
世界の諸地域 51.5% 48.6% 2.9
歴史のとらえ方 77.8% 75.5% 2.3
古代までの日本 64.3% 63.5% 0.8

ウ　中学校第２学年

市 県

日本の地域構成 51.9% 51.5% 0.4
日本の地域的特色 65.4% 64.3% 1.1
日本の諸地域 58.1% 58.0% 0.1
近世の日本 45.1% 44.0% 1.1

　　 　ア　小学校５年生

市 県

思考・判断・表現 59.7% 59.4% 0.3
資料活用の技能 77.3% 77.9% -0.6  

知識・理解 79.3% 78.4% 0.9

　　 　イ　中学校１年生

市 県

思考・判断・表現 48.0% 46.8% 1.2
資料活用の技能 67.5% 65.7% 1.8  

知識・理解 73.2% 71.1% 2.1

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

思考・判断・表現 36.6% 36.7% -0.1
資料活用の技能 60.1% 59.2% 0.9  

知識・理解 55.3% 54.2% 1.1

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

63.5% 

75.5% 

48.6% 

66.7% 

65.1% 

64.3% 

77.8% 

51.5% 

68.6% 

66.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

古代までの日本 

歴史のとらえ方 

世界の諸地域 

人々の生活と環境 

世界の地域構成 
市 県 

44.0% 

58.0% 

64.3% 

51.5% 

45.1% 

58.1% 

65.4% 

51.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近世の日本 

日本の諸地域 

日本の地域的特色 

日本の地域構成 市 県 

55.6% 

71.1% 

79.2% 

70.1% 

75.9% 

55.3% 

74.7% 

78.3% 

70.5% 

55.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運輸・貿易 

工業 

水産業 

農業 

国土のようす 

市 県 

78.4% 

77.9% 

59.4% 

79.3% 

77.3% 

59.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

資料活用の技能 

思考・判断・表現 市 県 

71.1% 

65.7% 

46.8% 

73.2% 

67.5% 

48.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

資料活用の技能 

思考・判断・表現 
市 県 

54.2% 

59.2% 

36.7% 

55.3% 

60.1% 

36.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

資料活用の技能 

思考・判断・表現 
市 県 

○ 内容・領域別平均通過率では、小５の「水産業」、「運輸・貿易」において県を下回っ 
 ている。 
○ 観点別平均通過率では、小５の「資料活用の技能」と中２の「思考・判断・表現」が県 
 を下回っている。 
◆ 地図やグラフ等の資料を関連付けた活動を設定し、自分の考えをまとめたりグループで 
 話し合ったりする活動を充実させた指導を行う。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大問 中問 小問
基礎
・
基本

思考
・
表現

国土
の様
子

農業
水産
業

工業
運輸
・
貿易

思考
・
判断
・
表現

観察
・
資料
活用

知識
・

理解

基礎
・

基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・

表現

無解答
率

基礎
・

基本

思考
・
表現

無解答
率

1 ① 小５ ○ ○ ○ 88.5% 0.2% 87.7% 0.3%

2 ② 小５ ○ ○ ○ 76.6% 0.2% 76.0% 0.3%

3 (2) 小５ ○ ○ ○ 89.1% 0.2% 90.1% 0.3%
　我が国の近隣の国々の位置
や名称を理解しているか。

4 ① 小５ ○ ○ ○ 66.8% 4.8% 68.0% 4.5%
　我が国の国土の地形の概要
を理解しているか。

5 ④ 小５ ○ ○ ○ 78.8% 1.9% 78.5% 2.0%
　我が国の国土の気候の概要
を理解しているか。

6 (2) 小４ ○ ○ ○ 88.7% 0.6% 89.7% 0.6%
　各都道府県の位置や名称を
理解しているか。

7 (3) 小５ 思・表２ ○ ○ 65.6% 3.6% 71.0% 3.2%

　国土の河川の特色につい
て、資料を活用して調べた事
実と地形を関連させて説明す
る力が身に付いているか。

8 (4) 小５ 思・表２ ○ ○ 53.5% 7.4% 52.4% 7.4%
　人々は自然環境に適応して
生活していることを理解して
いるか。

9 ア 小４ ○ ○ ○ 81.9% 1.6% 82.5% 1.6%
　グラフの読み取りができる
か。

10 イ 小５ ○ ○ ○ 73.0% 3.7% 73.4% 4.0%
　資料から集落営農のよさを
理解しているか。

11 (2) 小５ ○ ○ ○ 74.5% 6.2% 74.9% 6.6%
　品種改良について理解して
いるか。

12 ① 小５ ○ ○ ○ 80.1% 0.5% 80.5% 0.6%
　食料生産に関わる人々の販
売の工夫や努力について理解
しているか。

13 ② 小５ 思・表２ ○ ○ 41.1% 9.5% 41.3% 8.6%

食料生産と外国との関わりや
日本の食料自給率と日本の抱
える課題について理解してい
るか。

14 ① 小５ ○ ○ ○ 81.6% 2.5% 81.7% 2.4%
　日本の周りの寒流や暖流の
様子について、理解している
か。

15 ② 小５ ○ ○ ○ 87.4% 2.6% 86.2% 3.2%
　凡例やデータ値に注意しな
がら、資料を正しく読み取る
ことができるか。

16 ③ 小５ ○ ○ ○ 69.5% 1.1% 70.8% 1.3%
　日本近海が海底の地形や海
流等の影響で好漁場であるこ
とを理解しているか。

17 ① 小５ ○ ○ ○ 91.0% 1.0% 91.1% 1.2%
　遠洋漁業について理解して
いるか。

18 小５ 思・表３ ○ ○ 87.4% 3.4% 85.8% 3.6%

19 小５ 思・表３ ○ 80.2% 4.0% 79.0% 4.4%

20 ③ 小５ 思・表１ ○ ○ 57.9% 6.2% 53.5% 6.0%

　我が国の水産業が抱える問
題を解決する取組について資
料から読み取ったことを基に
考え、表現できるか。

21 (1) 小５ ○ ○ ○ 57.8% 8.2% 61.9% 7.5%
　国土には工業のさかんな地
域があることが理解している
か。

22 (2) 小５ ○ ○ ○ 84.3% 1.9% 87.4% 1.8%
　工業生産に関わる人々の工
夫や努力について理解してい
るか。

23 (3) 小５ ○ ○ ○ 86.3% 3.2% 87.1% 3.4%
　工業生産に関わる人々の工
夫や努力について理解してい
るか。

24 (4) 小５ 思・表２ ○ ○ 32.3% 7.7% 30.3% 7.1%
　データ値に注目し、資料か
ら傾向を読み取ったことを基
に考えることができるか。

25 (5) 小５ 思・表１ ○ ○ 47.7% 11.4% 48.6% 10.2%

　自動車の生産に携わる人々
の工夫について新しい動力を
持った自動車の開発の背景を
地球環境の保護の問題と関連
付けて考えられることを説明
できるか。

問題数 17 8 8 5 7 2 3 7 7 10

出題
割合

68.0% 32.0% 32.0% 20.0% 28.0% 8.0% 12.0% 29.2% 29.2% 41.7%

79.8% 58.1% 3.8% 80.4% 57.7% 4.5%

(4)  小学校第５学年

計

2

(1)

　我が国の領土の北端、南端
の島の名称を理解している
か。

②
　我が国の水産業が抱える問
題について、資料から読み
取ったことを表現できるか。

5

1

(1)

3

(3)

4

(1)

(2)

(1)

設問

出題
学年

問題内容別 校内通過率市平均通過率

出題の意図

観点別内容領域別 県平均通過率

通過率
72.9% 73.2%
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問４ 第５学年「日本の水産業」 【思考・表現１】

平均通過率
市 県 差

５３.５％ ５７.９％ -4.4
無解答率

市 県 差
６.０％ ６.２％ -0.2

指導のポイント

平均通過率が県よりも4.4

ポイント下回っており、課題

である。

複数の資料の関連を、多面

的・多角的に捉えられるよう

に、比較・関連付け等を意識

した授業づくりを行うととも
に、資料（地図、写真、グラ
フ、表等）にどのような内容
が書かれているのか、自分の
考えをまとめたり、グループ
で話し合ったりする活動を充
実させる。

(ｲ) 大問５ 第５学年「日本の工業（運輸・貿易）」 【思考・表現２】
平均通過率

市 県 差
３０.３％ ３２.３％ -2.0

無解答率
市 県 差

７.１％ ７.７％ -0.6

指導のポイント

平均通過率が、３割程度で

あり、県よりも2.0ポイント

下回っており課題である。

資料を関連付けて説明する

問題に課題があるため、地図

やグラフ等の資料を関連付け

た活動を充実させる。

運輸・貿易、農業や工業に

関して学習する際、その職業

に従事する人々の努力や工夫

について、自分の考えを表現

できるように、文章で書いた

り、発表したりする活動を充

実させる。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大問 中問 小問
基礎
・
基本

思考
・
表現

世界
の地
域構
成○

世界
各地
の人
人の
生活
と環
境○

世界
の諸
地域

歴史
のと
らえ
方○

古代
まで
の日
本○

思考
・
判断
・
表現

観察
・

資料
活用

知識
・
理解

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

1 1 中１ ○ ○ ○ 69.4% 2.5% 68.6% 2.5%
　本初子午線が地図上のどこ
を通っているかを理解してい
るか。

2 2 中１ ○ ○ ○ 81.4% 0.2% 83.1% 0.1%
　三大洋の位置と名称、陸地
と海洋の面積の割合を理解し
ているか。

3 3 中１ ○ ○ ○ 66.8% 0.5% 68.1% 0.4%
　地球上の位置を、緯度と経
度で示すことができるか。

4 4 中１ 思・表３ ○ ○ 42.7% 0.8% 46.4% 0.7%

　地図の特色を正しく理解し
ているとともに、利用目的に
応じて、的確に地図の読み取
りができるか。

5 1 中１ ○ ○ ○ 56.9% 0.8% 60.6% 0.6%
　気候帯の特色と農作物との
関連を理解しているか。

6 2 中１ ○ ○ ○ 67.0% 0.8% 69.0% 0.7%
　熱帯で暮らす人々の生活の
様子を理解しているか。

7 3 中１ 思・表２ ○ ○ 50.2% 1.5% 50.4% 1.4%

　雨温図から他の地域の気候
との違いを読み取り、冷帯地
方の生活の様子を説明できる
か。

8 4 中１ ○ ○ ○ 92.6% 0.5% 94.4% 0.4%
　三大宗教の特徴について理
解しているか。

9 1 中１ ○ ○ ○ 52.3% 0.5% 54.1% 0.5%
　フランスの位置を地図上で
正しく理解しているか。

10 2 中１ 思・表２ ○ ○ 27.8% 13.5% 28.7% 12.3%

　ヨーロッパに流入する外国
人労働者の資料を読み取り、
ヨーロッパ内外から労働力と
して移住する人々が増加して
いることを説明できるか。

11 3 中１ ○ ○ ○ 65.1% 0.6% 67.6% 0.6%
　統合によるＥＵの利点につ
いて、理解しているか。

12 4 中１ ○ ○ ○ 60.1% 0.5% 62.4% 0.5%
　アジアの自然環境について
理解しているか。

13 5 中１ ○ ○ ○ 58.7% 14.3% 66.0% 11.4%
　中央アジアの鉱産資源を理
解しているか。

14 6 中１ 思・表２ ○ ○ 27.6% 18.1% 30.4% 16.4%

　資料の読み取りができ、中
国が「世界の工場」と呼ばれ
るほど工業化が進んだ理由を
説明できるか。

15 1 中１ ○ ○ ○ 49.9% 0.6% 50.3% 0.6%
　新人が人類の直接の祖先で
あることについて正しく説明
している文を選択できるか。

16 2 中１ ○ ○ ○ 64.5% 5.2% 64.7% 5.4%
　新石器時代に作られた石器
を理解しているか。

17 3 中１ 思・表２ ○ ○ 52.7% 11.1% 52.9% 10.8%

　人類が年月をかけて、少し
ずつ進化し、生活を向上させ
てきたことによって、様々な
ことを新しくつくりだしたこ
とを理解しているか。

18 4 中１ ○ ○ ○ 72.3% 5.2% 73.5% 4.8%
　弥生時代に作られた土器の
特色について理解している
か。

19 5 中１ 思・表１ ○ ○ 49.7% 7.4% 48.0% 7.0%

　弥生時代における農耕文化
の広まりと、稲作がはじまっ
たことによる社会の変化につ
いて説明できるか。

20 1 中１ ○ ○ ○ 73.4% 6.6% 76.8% 6.1%
　聖徳太子の政治改革につい
て、正しく理解しているか。

21 2 中１ 思・表１ ○ ○ 60.0% 11.0% 61.6% 9.7%
　奈良時代の農民の生活につ
いて、資料を基に説明できる
か。

22 3 中１ ○ ○ ○ 73.5% 1.0% 72.2% 1.0%
　桓武天皇が政治を立て直す
ために遷都した平安京を理解
しているか。

23 4 中１ ○ ○ ○ 77.7% 5.6% 80.0% 5.0%
　平安時代の文化について、
正しく理解しているか。

24 5 中１ 思・表１ ○ ○ 61.0% 12.5% 63.1% 12.3%
　藤原氏が行った政治の特色
を理解し、適切に説明できる
か。

25 1 中１ ○ ○ ○ 66.6% 1.1% 67.6% 1.1%
　世紀の表し方を理解してい
るか。

26 2 中１ ○ ○ ○ 75.8% 8.7% 77.2% 8.2%
　時代を区分する表し方を理
解しているか。

27 3 小６ ○ ○ ○ 84.1% 0.8% 88.5% 0.9%
　小学校で学習した歴史上の
人物について理解している
か。

問題数 19 8 4 4 6 3 10 9 4 14

出題割合 70.4% 29.6% 14.8% 14.8% 22.2% 11.1% 37.1% 33.3% 14.8% 51.9%

68.8% 46.5% 4.9% 70.8% 47.7% 4.5%
通過率

62.2%

1

2

計

5

6

観点別内容領域別 県平均通過率 市平均通過率

3

設問 校内通過率

出題の意図

(5)  中学校第１学年

出題
学年

問題内容別

63.9%

4
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問３ 第１学年「ヨーロッパ」 【基礎・基本】

(1)平均通過率
市 県 差

５４.１％ ５２.３％ 1.8

【思考・表現２】
(2)平均通過率

市 県 差
２８.７％ ２７.８％ 0.9

無解答率
市 県 差

１２.３％ １３.５％ -1.2

指導のポイント
フランスの位置を地図上で

正しく理解しているかを問う
問題であるが、平均通過率が
54.1%と課題である。地図の
取扱いに当たっては、教科書
に掲載されているものだけで
はなく、地図帳や掛け地図な
ども効果的に活用し、習得を
図る必要がある。
知識・理解の確実な定着を

図るために、資料等から読み
取ったことを基に自分の考え
をまとめたり、話し合ったり
する活動を充実させる必要が
ある。

(ｲ) 大問４ 第１学年「古代：弥生時代」 【思考・表現１】
平均通過率

市 県 差
４８.０％ ４９．７％ -1.7

無解答率
市 県 差

７.０％ ７.４％ -0.4

指導のポイント

県の平均通過率を1.7ポイ

ント下回っており課題であ

る。

資料等を基に、自分の考え

を書く活動を効果的に取り入

れる。その際、根拠や理由を

基に考えたことや選択・判断

したことを記述させる活動を

入れる。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大問 中問 小問
基礎
・
基本

思考
・
表現

日本
の地
域構
成○

日本
の地
域的
特色

日本
の諸
地域

近世
の日
本○

思考
・
判断
・
表現

観察
・

資料
活用

知識
・
理解

基礎
・
基本

思考
・

表現

無解答
率

基礎
・
基本

思考
・
表現

無解答
率

基礎
・

基本

思考
・
表現

無解答
率

1 1 中２ ○ ○ ○ 59.3% 3.9% 60.9% 3.5%
　地図上の経線を使って、時差に
ついて正しく指摘できるか。

2 2 中２ ○ ○ ○ 44.9% 1.3% 44.7% 0.9%
　日本と同緯度、同経度にある都
市を地図上で正しく指摘できる
か。

3 3
小５
中２

○ ○ ○ 68.1% 8.7% 69.2% 8.5%
　択捉島の名称と位置を正しく理
解しているか。

4 4 中２ 思・表２ ○ ○ 66.6% 10.0% 66.8% 9.3%

　我が国は島国であるため、領土
の面積よりも領海・排他的経済水
域の面積の方がはるかに広いこと
を理解しているか。

5 5
小４
中２

思・表３ ○ ○ 18.1% 4.3% 17.6% 4.1%
　地域の様々な特色を基に、都道
府県の名称と位置を判断できる
か。

6 1 中２ ○ ○ ○ 78.9% 7.3% 83.2% 5.4%
　日本の中央部に位置する日本ア
ルプスについて理解しているか。

7 2 中２ ○ ○ ○ 47.0% 12.7% 45.0% 12.4%
　地形の特色の一つである三角州
について理解しているか。

8 3 中２ 思・表２ ○ ○ 49.1% 6.1% 51.3% 5.4%

　地域によって異なる日本の気候
について、雨温図や模式図を用い
て、季節風との関係から説明でき
るか。

9 4 中２ ○ ○ ○ 93.4% 2.7% 95.2% 1.9%
　自然災害について、自治体の防
災への取組の一つである防災マッ
プについて理解しているか。

10 5 中２ 思・表２ ○ ○ 53.2% 5.2% 52.2% 4.5%

　日本の発電所の分布について、
発電所の立地条件から建設された
場所を選び、その理由を説明でき
るか。

11 1 中２ ○ ○ ○ 56.9% 7.1% 53.6% 6.9%
　砂浜海岸の分布やその特徴につ
いて理解しているか。

12 2
小４
中２

○ ○ ○ 58.6% 3.3% 61.7% 2.8%
　シラス台地の分布やその特徴に
ついて理解しているか。

13 3 中２ ○ ○ ○ 71.1% 6.9% 73.7% 5.3%

　資料を基に、歴史的景観都市で
ある京都の景観や町並みを守るた
めの工夫や努力について理解して
いるか。

14 4 中２ 思・表２ ○ ○ 45.5% 9.5% 43.4% 7.9%

　本州四国連絡橋が開通し、交通
網が整備された結果、人や物の流
れが活発になり、時間距離が短縮
したことを説明できるか。

15 1 中２ ○ ○ ○ 58.2% 0.8% 59.6% 0.5%
　新航路の開拓について理解して
いるか。

16 2
小６
中２

○ ○ ○ 79.8% 5.3% 81.3% 4.5%
　我が国の鉄砲の伝来について理
解しているか。

17 3
小６
中２

○ ○ ○ 20.3% 1.0% 19.7% 0.7%
　織田信長による全国統一に関す
る動きについて理解しているか。

18 4
小６
中２

思・表２ ○ ○ 30.8% 5.9% 30.9% 4.9%
　太閤検地とその影響について、
資料と関連付けながら説明できる
か。

19 5 中２ ○ ○ ○ 49.1% 8.7% 52.2% 7.1%
　桃山文化を代表する作品につい
て理解しているか。

20 1 中２ 思・表２ ○ ○ 23.0% 25.8% 24.1% 24.6%

　武家諸法度や禁中並公家諸法度
により、幕府がどのような目的で
全国の大名や天皇・貴族を取りし
まったかを説明できるか。

21 2
小６
中２

○ ○ ○ 33.2% 3.4% 35.8% 2.7%
　江戸時代初期の貿易体制につい
て理解しているか。

22 3 中２ ○ ○ ○ 27.3% 1.5% 28.0% 1.2%
　鎖国への歩みについて理解して
いるか。

23 4
小６
中２

○ ○ ○ 44.9% 15.4% 46.6% 14.1%
　鎖国下の朝鮮との交流について
理解しているか。

24 1
小６
中２

○ ○ ○ 71.7% 2.0% 73.1% 1.6%
　江戸時代の三都や尾張の位置を
理解しているか。

25 2 中２ ○ ○ ○ 35.6% 15.6% 37.9% 15.6%
　生類憐みの令を出した徳川綱吉
を理解しているか。

26 3 中２ 思・表２ ○ ○ 53.7% 2.1% 55.0% 1.5%

　資料から田沼に比べて松平定信
の政治が厳しく、人々から批判さ
れたことを読み取り、松平の政治
を選択できるか。

27 4
小６
中２

○ ○ ○ 44.5% 1.7% 41.6% 1.3%
　元禄文化や化政文化の代表作品
について理解しているか。

問題数 19 8 5 5 4 13 8 6 13

出題割合 70.4% 29.6% 18.5% 18.5% 14.8% 48.2% 29.6% 22.2% 48.2%

54.9% 42.6% 6.6% 55.9% 42.7% 5.9%

(6)  中学校第２学年

52.0%

設問

出題
学年

問題内容別 校内通過率

51.2%

5

6

計

出題の意図

観点別内容領域別 県平均通過率 本市通過率

4

1

2

3

通過率
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イ 特に課題のあった設問

(ｱ) 大問１ 小学４年、第２学年「日本の諸地域」 【思考・表現３】

平成３０年度平均通過率

市 県 差

１７.６％ １８.１％ -0.5

平成２８年度平均通過率

市 県 差

６５.３％ ６３.８％ 1.5

指導のポイント

平均通過率が17.6％と低く

県を0.5ポイント下回ってお

り、課題である。

都道府県の位置に関して

は、地図等で確認するだけで

≪平成２８年度の類似問題≫ なく、様々な社会事象と関連

付けて考える授業を通して確

実な定着を図る。

記号を選択する問題から、

県名を記述する問題に変更し

たことで平均通過率の低下が

見られることから、授業の終

末に学習内容を文章や白地図

等にまとめる活動の充実を図

る。

(ｲ) 大問５ 第２学年「江戸時代」 【思考・表現２】

平成３０年度平均通過率

市 県 差

２４.１％ ２３.０％ 1.1

平成２９年度平均通過率

市 県 差

３６.４％ ３７.５％ -1.1

指導のポイント

市の平均通過率が24.1％と

≪平成２９年度の類似問題≫ 低く課題である。

授業で選択・判断した根拠

や理由を明確にし、考えをま

とめる活動の充実を図ること

や、定期考査等で鹿児島学力

向上Ｗｅｂシステム上の評価

問題等を活用し、その評価を

基に授業改善を図る必要があ

る。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 77.6% 78.0% -0.4 62.5% 62.3% 0.2 72.6% 72.8% -0.2
中１ 68.6% 68.0% 0.6 41.6% 39.0% 2.6 60.9% 59.7% 1.2
中２ 68.4% 65.1% 3.3 58.8% 54.1% 4.7 64.6% 60.8% 3.8

思考・表現

３　算数・数学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、中１、２は県を上回ったが、小５がやや下回った。 
○ 「基礎･基本」では、小５は県を下回っている。中１、２は県を上回っているが、平均通過率は   
aa７割に満たない状況であり、課題が見られる。 
○ 「思考・表現」では、中１において５割を下回っており、課題が見られる。 
◆ 通過率の低い問題のやり直しやかごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムの単元・領域別評価問題の 
 活用などを行い、基本的な概念や原理・原則を確実に定着させた上で、それらを活用して深く考え 
 理解させる指導を重視する。 

【小学校第５学年】 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

数と計算 77.6% 78.1% -0.5
量と測定 70.7% 70.5% 0.2
図形 78.3% 77.4% 0.9
数量関係 62.9% 63.6% -0.7  

イ　中学校第１学年

市 県

数と式 64.1% 63.3% 0.8
図形 54.7% 53.1% 1.6
関数 54.1% 52.0% 2.1
資料の活用 72.0% 71.0% 1.0

ウ　中学校第２学年

市 県

数と式 66.6% 63.3% 3.3
図形 69.6% 66.3% 3.3
関数 63.4% 59.1% 4.3
資料の活用 56.6% 51.4% 5.2

　　 　ア　小学校５年生

市 県

数学的な考え方 65.9% 65.9% 0.0
技能 81.6% 82.1% -0.5  

知識・理解 66.8% 66.8% 0.0

　　 　イ　中学校１年生

市 県

数学的な見方や考え方 48.7% 46.2% 2.5
技能 69.1% 68.6% 0.5  

知識・理解 64.0% 63.6% 0.4

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

数学的な見方や考え方 53.5% 48.0% 5.5
技能 72.7% 70.2% 2.5  

知識・理解 62.2% 57.4% 4.8

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

63.3% 

53.1% 

52.0% 

71.0% 

64.1% 

54.7% 

54.1% 

72.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と式 

図形 

関数 

資料の活用 

県 市 

63.3% 

66.3% 

59.1% 

51.4% 

66.6% 

69.6% 

63.4% 

56.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と式 

図形 

関数 

資料の活用 

県 市 

78.1% 

70.5% 

77.4% 

63.6% 

77.6% 

70.7% 

78.3% 

62.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と計算 

量と測定 

図形 

数量関係 

県 市 

66.8% 

82.1% 

65.9% 

66.8% 

81.6% 

65.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学的な 

考え方 

技能 

知識・理解 

県 市 

63.6% 

68.6% 

46.2% 

64.0% 

69.1% 

48.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学的な見方 

や考え方 

技能 

知識・理解 

県 市 

57.4% 

70.2% 

48.0% 

62.2% 

72.7% 

53.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数学的な見方 

や考え方 

技能 

知識・理解 

県 市 

○ 内容・領域別平均通過率では、小５の「数と計算」と「数量関係」が県を下回っている。 
○ 観点別平均通過率では、小５の「技能」が県を下回っている。 
○ 中２の「数学的な見方や考え方」は５割を下回っており、課題が見られる。 
◆ 問題を解決する過程で、数量の関係を捉え、言葉や数、式、図、表、グラフなどを用いて 
 整理し、考えたことの理由について根拠を明確にして数学的に表現したり、説明したりする  
 学習活動の工夫、充実を図る。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

数と
計算

量と
測定

図形
数量
関係

数学的
な考え

方
技能

知識・
理解

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

1 (1) 小２ ○ ○ ○ 98.3% 0.1% 98.2% 0.0%
　２位数どうしの繰り上がりのある
加法を、正しく計算することができ
るか。

2 (2) 小３ ○ ○ ○ 92.5% 0.1% 91.9% 0.0% 　小数どうしの加法を、位をそろえ
て正しく計算することができるか。

3 (3) 小５ ○ ○ ○ 76.3% 1.0% 74.5% 1.1%
　小数の除法で、商を整数で求め、
余りを適切に求めることができる
か。

4 (4) 小５ ○ ○ ○ 82.6% 1.7% 82.6% 1.5%
　異分母の分数で、整数部分から真
分数部分への繰り下がりがある減法
を正しく計算することができるか。

5 (5) 小５ ○ ○ ○ 77.0% 1.6% 76.5% 1.6%
　分数÷整数を正しく計算すること
ができるか。また、商を約分し、正
しく答えを求めることができるか。

6 (6) 小４ ○ ○ ○ 79.6% 0.6% 78.3% 0.6% 　計算のきまりを使い、正しく計算
することができるか。

7 (1) 小５ ○ ○ ○ 74.8% 0.2% 73.1% 0.2% 　乗数と積の大小関係、除数と商の
大小関係を正しく理解しているか。

8 (2) 小５ ○ ○ ○ 59.7% 0.2% 59.7% 0.2% 　倍の関係にある２つの数量を表す
線分図を選択することができるか。

9 (1) 小５ ○ ○ ○ 72.1% 1.2% 73.1% 1.2% 　最大公約数の意味を正しく理解
し、求めることができるか。

10 (2) 小５ ○ ○ ○ 69.3% 2.0% 69.0% 2.0% 　最小公倍数の意味を正しく理解
し、求めることができるか。

11 (1) 小４ ○ ○ ○ 75.1% 0.2% 75.5% 0.3% 　いろいろな四角形の性質を正しく
理解しているか。

12 (2) 小５ ○ ○ ○ 68.3% 0.3% 68.3% 0.4% 　合同な三角形を作図するために必
要な条件を理解しているか。

13 5 小５ ○ ○ ○ 76.1% 1.0% 75.7% 1.0%
　マス目から対角線の長さ等を求
め、それを利用してひし形の面積を
求めることができるか。

14 6 小５ ○ ○ ○ 77.5% 2.2% 77.6% 2.3%
　求積公式に当てはめ、分かってい
る辺の長さと体積から、高さを求め
ることができるか。

15 (1) 小４ ○ ○ ○ 96.6% 1.2% 96.6% 1.3% 　２つの数量の関係を表に整理し
て、答えを求めることができるか。

16 (2) 小４ ○ ○ ○ 72.7% 1.5% 71.8% 1.3% 　２つの数量の関係を読み取り、式
に表すことができるか。

17
①
②
③

小５ 思・表２ ○ ○ 84.7% 0.7% 86.1% 0.8%

　五角形の内角の和を求めるに当た
り、五角形を三角形に分割し、それ
らの内角の和を式を用いて求めるこ
とができるか。

18 ④ 小５ 思・表２ ○ ○ 81.8% 1.5% 83.2% 1.4%
　五角形の内角の和を求めるに当た
り、不必要な角を見いだすことがで
きるか。

19
①
②

小５ 思・表１ ○ ○ 90.1% 0.6% 89.3% 0.9%
　一方の量がそろっていることに気
付き、もう一方の量から混み具合を
判断することができるか。

20
③
④

小５ 思・表１ ○ ○ 61.9% 0.8% 63.3% 1.1%
　一方の量がそろっていることに気
付き、もう一方の量から混み具合を
判断することができるか。

21 (2) 小５ 思・表３ ○ ○ 47.1% 5.6% 47.6% 5.9%
　何を基準として単位量あたりの大
きさを求めているのか、説明をする
ことができるか。

22 (1) 小３ 思・表１ ○ ○ 49.4% 1.9% 47.3% 1.9%
　棒グラフの差を見やすくするため
に、適切な目盛りの大きさを考える
ことができるか。

23 (2) 小４ 思・表1 ○ ○ 49.3% 1.1% 50.4% 1.0%
　折れ線グラフを用いることが適切
である事象を選択することができる
か。

24 (3) 小４ 思・表３ ○ ○ 34.0% 5.9% 33.0% 5.7%
　２つの折れ線グラフについて、そ
れぞれの変化量を読み取り、変化の
様子を説明することができるか。

問題数 16 8 9 5 4 6 10 10 4

出題
割合

66.7% 33.3% 37.5% 20.8% 16.7% 25.0% 41.7% 41.7% 16.6%

78.0% 62.3% 1.4% 77.6% 62.5% 1.4%

校内通過率観 点 別

通過率

7

8

10

9

(1)

2

4

出題の意図

問題内容別 内容領域別 市平均通過率県平均通過率

(4)  小学校第５学年

72.8% 72.6%

計

設問

出題
学年

1

3
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問２ 第５学年「数量関係」 【基礎・基本】

(2) 平均通過率
市 県 差

５９.７％ ５９.７％ 0.0
(2)無解答率

市 県 差
０.２％ ０.２％ 0.0

指導のポイント

「基礎・基本」の問題の中で最も平均通過率が低かった問題である。関係のある２つの数量を

表す線分図を正しく選択することに課題が見られる。「問題場面における数量の関係を理解する」、
「数量の関係を図や数直線などに表す」、「図や数直線などを基に立式したり計算の意味を確認

したりする」といった一連の活動を繰り返し設定することが大切である。

(ｲ) 大問１０ 第４学年「折れ線グラフ」
【思考・表現１】

(1) 平均通過率
市 県 差

４７.３％ ４９.４％ -2.1
(1) 無解答率

市 県 差
１.９％ １.９％ 0.0
【思考・表現３】

(3) 平均通過率
市 県 差

３３.０％ ３４.０％ -1.0
(3) 無解答率

市 県 差

５.７％ ５.９％ -0.2

指導のポイント
棒グラフの差を見やすくする

ための工夫を考えたり、複数の
折れ線グラフについて、それぞ
れの変化量を読み取り、変化の
様子を説明したりする問題に課
題がある。
グラフについて、紙面の大き

さや目的に応じて、適切な一目
盛りの大きさやグラフ全体の大
きさを決めることができるよう
にする。その際、同じグラフで
あっても、縦軸の幅を変えるこ
となどによって、見え方が異な
ることに気付かせる。また、グ
ラフの数値を読み取り、比較し
たり、自分の考えを数学的な表
現を用いてノートに記述し伝え
合ったりする活動を重視し、取
り組ませていく必要がある。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

数と
式

図形 関数
資料の
活用

数学的な
見方や考

え方
技能

知識・
理解

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 88.2% 0.1% 90.5% 0.1%
　正の数と負の数の加減の計算ができ
るか。

2 (2) 中１ ○ ○ ○ 75.2% 0.3% 73.0% 0.4%
　正の数と負の数の累乗の計算ができ
るか。

3 (3) 中１ ○ ○ ○ 83.5% 0.8% 84.1% 0.7%
　正の数と負の数の四則の混じった計
算ができるか。

4 (4) 中１ ○ ○ ○ 69.8% 4.3% 67.8% 4.5% 　１次式と数の除法の計算ができるか。

5 (5) 中１ ○ ○ ○ 61.5% 4.6% 60.6% 4.7%
　分配法則を使い、同類項をまとめるこ
とができるか。

6 2 中１ ○ ○ ○ 73.0% 10.1% 73.2% 9.9% 　絶対値の意味を理解できているか。

7 (1) 中１ ○ ○ ○ 73.7% 3.3% 74.8% 3.2%
　正の数と負の数の符号を使って表され
た数の意味を読み取ることができるか。

8 (2) 中１ ○ ○ ○ 74.3% 3.5% 74.4% 3.3%
　正の数と負の数の差を求める場合に
は、絶対値を用いて考えればよいことを
理解しているか。

9 1 中１ ○ ○ ○ 70.2% 3.7% 70.8% 3.1%
　文字に数を代入し、式の値を求めるこ
とができるか。

10 2 中１ ○ ○ ○ 65.4% 5.6% 69.3% 4.9%
　文字式の意味を読み取り、言葉で表
すことができるか。

11 3 中１ ○ ○ ○ 68.1% 1.5% 69.7% 1.3% 　方程式の解の意味を理解しているか。

12 4 中１ ○ ○ ○ 67.3% 4.8% 67.1% 4.0%
　具体的な事象から数量関係を捉え、
不等式で表すことができるか。

13 5 小６ ○ ○ ○ 73.3% 1.1% 74.6% 1.2%
　与えられた表の数値から、数量の関係
が比例の関係であることを見いだすこと
ができるか。

14 (1) 小６ ○ ○ ○ 88.7% 2.3% 90.1% 2.0%
　与えられた資料を整理し、表を完成さ
せることができるか。

15 (2) 小６ ○ ○ ○ 53.2% 11.9% 53.9% 11.4%
　与えられた範囲の、全体に対する割合
を求めるとができるか。

16 1 小４ ○ ○ ○ 84.1% 0.8% 84.6% 0.7%
　立体の展開図を組み立てたときの点
の重なりを理解しているか。

17 2 小４ ○ ○ ○ 54.3% 2.1% 53.7% 2.2%
　立体の展開図を組み立てたときの面と
辺の位置関係を理解しているか。

18 3 小６ ○ ○ ○ 42.9% 6.8% 44.9% 6.9%
　立体の体積の求め方を理解している
か。

19 1 中１ ○ ○ ○ 43.6% 2.2% 46.2% 2.1% 　回転移動の表し方を理解しているか。

20 2 中１ ○ ○ ○ 49.1% 1.9% 49.0% 2.1%
　基本的な作図が図形の対称性を基に
行われていることを理解しているか。

21 1 中１ 思・表１ ○ ○ 55.4% 3.8% 57.4% 3.7%
　問題の指示された条件に従って、長さ
を求めることができるか。

22 2 中１ 思・表２ ○ ○ 13.6% 10.6% 16.0% 10.3%
　規則性に気付き、文字を用いて表すこ
とができるか。

23 3 中１ 思・表３ ○ ○ 10.9% 28.2% 12.5% 26.7%

　規則を基にして、方程式をつくり必要
な数量を求めることができるか。色の並
べ方の規則からそれぞれの必要な枚数
を求めることができるか。

24 1 中１ 思・表１ ○ ○ 52.2% 9.6% 56.8% 9.1%
　２点Ａ、Ｂから等しい距離にある点は、
線分ＡＢの垂直二等分線上にあることを
理解しているか。

25 2 中１ 思・表２ ○ ○ 45.5% 9.2% 48.1% 9.1%
　対称移動の性質から、線分の長さが
等しくなることを理解し、ＡＱ＋ＱＢが最
短となることを説明することができるか。

26 1 小６ 思・表１ ○ ○ 58.7% 15.9% 60.5% 14.8%
　表の情報を基に、１kgあたりの量を求
めることができるか。

27 (1) 小６ 思・表３ ○ ○ 44.8% 16.6% 47.9% 15.3%

　表から必要な情報を選択し、値を求め
ることができるか。また、表の情報を基
に、比例の考えを利用することができる
か。

28 (2) 小６ 思・表３ ○ ○ 31.1% 29.0% 33.5% 26.0%

　表から必要な情報を選択し、値を求め
ることができるか。また、表の情報を基
に、比例の考えを利用し、例となる説明
を参考にしながら説明を記述することが
できるか。

問 題 数 20 8 15 7 4 2 10 13 5

出題割合 71.4% 28.6% 53.6% 25.0% 14.3% 7.1% 35.7% 46.4% 17.9%

68.0% 39.0% 7.0% 68.6% 41.6% 6.6%

出題の意図

通過率

本市通過率 校内通過率

3

59.7%

1

2

7

計

内容領域別問題内容別

出題学年

60.9%

県平均通過率

3

(5)  中学校第１学年

設問

1

6

6

2

4

5

観 点 別
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問３ 小学校６学年「立体の体積」 【基礎・基本】

３ 平均通過率
市 県 差

４４.９％ ４２.９％ 2.0
３ 無回答率

市 県 差
６.９％ ６.８％ 0.1

指導のポイント
小学校第６学年で学習する内容である。展開図から組み立てた立体の体積の求め方の理解に課

題が見られる。展開図について、一つの立体図形から、一通りではなく幾つかの展開図をかくこ
とができることや、展開図からできあがる立体図形を想像できるようにすることが大切である。
また、立体の体積の求め方を、図形を構成する要素などに着目して、既習の立方体、直方体の

体積の求め方を基に考えたり、図形の面積の学習と関連付けたりながら、具体的な立体を用いる
などして丁寧に繰り返し指導を行うことが重要である。

(ｲ) 大問５ 第１学年「文字式」
※ 問題文 一部省略 【思考・表現２】

２ 平均通過率
市 県 差

１６.０％ １３.６％ 2.4
２ 無解答率

市 県 差
１０.３％ １０.６％ -0.3
【思考・表現３】

３ 平均通過率
市 県 差

１２.５％ １０.９％ 1.6
３ 無解答率

市 県 差
２６.７％ ２８.２％ -1.5

指導のポイント

規則性に気付き、文字を用い

て表すことや規則を基にして、

方程式をつくり必要な数量を求

める問題などに課題が見られ、

無解答率も高い。さらに、他者

の考えを理解し、それを活用し

て自分の考えをつくり上げてい

くことに関しても課題が見られ

る。言葉や表、グラフ、式等を

用いて自分の考えを記述させた

り、説明させたりする活動を繰

り返し行うことが大切である。

また、文字を用いることのよ

さを実感させ、その必要性や意

味を理解できる活動を充実させ

ていくことも大切である。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

数と
式

図形 関数
資料
の活
用

数学的な
見方や考
え方

技能
知識・
理解

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

基礎・
基本

思考・
表現

無解答
率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 75.5% 0.8% 77.7% 0.6%
  計算の順序を考えて、四則の混
じった計算ができるか。

2 (2) 中２ ○ ○ ○ 79.0% 0.9% 81.5% 0.7%
  多項式と多項式の減法ができる
か。

3 (3) 中２ ○ ○ ○ 83.9% 0.7% 84.7% 0.8%
  負の符号がついた単項式の累乗の
計算ができるか。

4 (4) 中２ ○ ○ ○ 74.1% 4.0% 75.3% 3.6%
  単項式の乗除の混じった計算がで
きるか。

5 2 　 中２ ○ ○ ○ 63.3% 4.5% 65.0% 3.2%
  文字式を計算し、文字に数を代入
し、式の値を求めることができる
か。

6 3 中２ ○ ○ ○ 59.5% 11.9% 61.8% 10.7%
  等式の性質を用いて、等式を変形
できるか。

7 1 中２ ○ ○ ○ 77.2% 7.2% 80.1% 5.7%
  連立方程式を解くことができる
か。

8 (1) 中２ ○ ○ ○ 63.3% 6.8% 68.7% 5.2%
  立式された二元一次方程式の意味
を説明できるか。

9 (2) 中２ ○ ○ ○ 54.1% 4.4% 59.7% 3.1%
  数量関係を的確に捉え、立式がで
きるか。

10 1 中１ ○ ○ ○ 76.8% 8.3% 76.5% 8.1%
  辺上にない点から垂線の作図がで
きるか。

11 (1) 中２ ○ ○ ○ 81.1% 2.4% 83.2% 2.0%
  平行線の性質、三角形の外角の性
質を用いて角度を求めることができ
るか。

12 (2) 中２ ○ ○ ○ 77.1% 7.3% 79.8% 6.5%

  多角形の外角の和が360°であるこ
と等を利用し、正多角形の１つの外
角の大きさを求めることができる
か。

13 3 中２ ○ ○ ○ 64.6% 1.1% 70.0% 0.9%
  三角形の合同条件を基に合同な三
角形を見付け、記号≡を使って、対
応する順に表すことができるか。

14 4 中１ ○ ○ ○ 31.6% 16.8% 38.2% 14.7%
  投影図から図形を考察し、体積を
求めることができるか。

15 1 中１ ○ ○ ○ 55.7% 1.8% 60.0% 1.2%
  ２つの数量の関係について、反比
例の関係である事象を選択すること
ができるか。

16 2 中１ ○ ○ 39.7% 14.0% 46.2% 11.6%
  比例の式を求めることができる
か。

17 3 中１ ○ ○ ○ 50.5% 3.0% 54.6% 2.2%
  反比例のグラフと表の特徴を理解
しているか。

18 1 中２ 思・表１ ○ ○ 56.8% 13.6% 62.0% 11.4%
  与えられた２つの数の規則性を見
付けることができるか。

19 2 中２ 思・表３ ○ ○ 39.7% 16.9% 45.5% 14.3%
  類推された考えを、文字を利用し
て説明することができるか

20 3 中２ 思・表２ ○ ○ 33.1% 28.2% 36.7% 24.6%
  一般化された考えを基に、新たな
条件で２つの数を求めることができ
るか。

21 1 中１ 思・表１ ○ ○ 74.2% 4.7% 76.7% 3.8%
  表から必要な情報を読み取り、与
えられた数量を求めることができる
か。

22 2 中１ 思・表１ ○ ○ 71.1% 10.5% 74.2% 8.5%
  表から数量関係を読み取り、グラ
フで表すことができるか。

23 3 中１ 思・表３ ○ ○ 63.2% 9.4% 68.6% 7.1%
  表したグラフから目的に応じた数
量を読み取ったり、計算したりし
て、判断することができるか。

24 ア 中１ 思・表１ ○ ○ 38.6% 15.4% 44.8% 11.8%
  与えられた資料の代表値を求める
ことができるか。

25 イ 中１ 思・表３ ○ ○ 49.5% 22.9% 53.2% 18.2%
  資料を比較したことを、具体的な
数値を用いて、説明することができ
るか。

26 (1) 中１ 思・表３ ○ ○ 63.2% 20.7% 69.1% 16.6%
  適切な代表値やヒストグラムを基
に、資料の傾向を読み取り、説明す
ることができるか。

27
(2)
ア

中１ 思・表１ ○ ○ 78.6% 13.6% 82.8% 10.8%
  与えられた資料の代表値を求める
ことができるか。

28
(2)
イ

中１ 思・表２ ○ ○ 26.9% 20.8% 33.3% 17.6%
  資料を基に、必要とされる数を求
めることができるか。

問題数 17 11 12 5 6 5 9 14 5

出題
割合

60.7% 39.3% 42.8% 17.9% 21.4% 17.9% 32.1% 50.0% 17.9%

65.1% 54.1% 9.7% 68.4% 58.8% 8.1%

(6)  中学校第２学年

2

計

通過率

60.8%

8

1

2

内容領域別 県平均通過率

7

23

6

2

5

出題の意図

1

1

設問
出題
学年

問題内容別 市平均通過率 校内通過率観 点 別

64.6%
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イ 特に課題のあった設問

(ｱ) 大問４ 第１学年「空間図形」 【基礎・基本】

平均通過率

市 県 差

３８.２％ ３１.６％ 6.6

無解答率

市 県 差

１４.７％ １６.８％ -2.1

指導のポイント

「基礎・基本」に関する出題であるが、平均通過率が４割を切っており、無解答率も高い。

投影図から図形を考察し、体積を求めることに課題が見られる。身近な立体について視点を決め

て観察し、それを真上や正面から見た図などに表現して、その立体のもつ性質を考察する活動が大

切である。

(ｲ) 大問８ 第１学年「資料の活用」

【思考・表現３】

(1)平均通過率

市 県 差

６９.１％ ６３.２％ 5.9

(1)無解答率

市 県 差

１６.６％ ２０.７％ -4.1

【思考・表現２】

(2)イ 平均通過率

市 県 差

３３.３％ ２６.９％ 6.4

(2)イ 無解答率

市 県 差

１７.６％ ２０.８％ -3.2

指導のポイント

与えられた資料を基に、必要

とされる数を求めることに課題

が見られる。また、(1)につい

ては、資料の傾向を読み取り、

説明する問題であるが、無解答

率は１割を上回っている。式や

言葉を用いて数学的に表現する

問題は、無解答率が高い。問題

場面から解決に必要な情報や資

料等を選択し、言葉や数、式、

表、グラフ等を用いて、考えを

数学的に表現する活動を繰り返

し行うことが大切である。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

小５ 59.6% 59.7% -0.1 49.0% 47.8% 1.2 55.0% 54.6% 0.4
中１ 64.7% 62.2% 2.5 55.5% 53.9% 1.6 61.4% 59.2% 2.2
中２ 58.4% 55.9% 2.5 41.3% 39.0% 2.3 52.7% 50.3% 2.4

４　理科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体は、どの学年も県を上回っている。 
○ 「基礎・基本」は、中１、中２は県を上回っているが、小５は県を下回っており課題が見られる。 
○ 「思考・表現」は、どの学年も県を上回っている。ただし、小５と中２は、平均正答率が５割に 
 満たない状況である。また、学年が上がるにつれて、記述式の問題の無解答率が高くなっている。 
◆ 既習の知識や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想したり、自らの予想や仮説に基づい  
 て検証計画を立案したりする活動を重視する。また、「かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム」の 
 単元・領域別評題を活用するなどし、思考・表現する力の育成を図る。 

【小学校第５学年】 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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　　 　ア　小学校第５学年

市 県

A　物質・エネルギー 58.1% 57.7% 0.4
B　生命・地球 52.2% 51.8% 0.4  

イ　中学校第１学年

市 県

エネルギー 61.9% 59.9% 2.0
粒子 57.5% 55.3% 2.2
生命 61.8% 58.5% 3.3
地球 71.1% 71.2% -0.1

ウ　中学校第２学年

市 県

エネルギー 40.2% 37.3% 2.9
粒子 45.0% 42.2% 2.8
生命 59.3% 57.3% 2.0
地球 64.8% 62.7% 2.1

　　 　ア　小学校５年生

市 県

科学的な思考・表現 49.0% 47.8% 1.2
観察・実験の技能 56.4% 57.2% -0.8  

知識・理解 60.6% 60.5% 0.1

　　 　イ　中学校１年生

市 県

科学的な思考・表現 55.5% 53.9% 1.6
観察・実験の技能 75.6% 74.0% 1.6  

知識・理解 63.1% 60.6% 2.5

　　 　ウ　中学校２年生

市 県

科学的な思考・表現 41.3% 39.0% 2.3
観察・実験の技能 52.6% 50.6% 2.0  

知識・理解 59.8% 57.1% 2.7

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

平均通過率
県との差

71.2% 

58.5% 

55.3% 

59.9% 

71.1% 

61.8% 

57.5% 

61.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球 

生命 

粒子 

エネルギー 
市 県 

62.7% 

57.3% 

42.2% 

37.3% 

64.8% 

59.3% 

45.0% 

40.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地球 

生命 

粒子 

エネルギー 
市 県 

51.8% 

57.7% 

52.2% 

58.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

B 生命・地球 

A 物質・エネ

ルギー 
市 県 

60.5% 

57.2% 

47.8% 

60.6% 

56.4% 

49.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

観察・実験の技能 

科学的な思考・表現 市 県 

60.6% 

74.0% 

53.9% 

63.1% 

75.6% 

55.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

観察・実験の技能 

科学的な思考・表現 市 県 

57.1% 

50.6% 

39.0% 

59.8% 

52.6% 

41.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知識・理解 

観察・実験の技能 

科学的な思考・表現 市 県 

○ 内容・領域別平均通過率では、中１の「地球」において県を下回っている。 
○ 観点別平均通過率では、小５の「観察・実験の技能」が県を下回っている。 
○ 「科学的な思考・表現」は、小５と中２で５割を下回っており、課題が見られる。 
◆ 顕微鏡やメスシリンダー等の基本的な操作方法については、操作の意味を理解させた上で 
 一人一人に十分操作させ、観察、実験の技能の定着を図る。また、図や表、説明文等を児童 
 生徒に読み取らせ、理解を確認したり、習得した知識・技能を活用した探究活動やものづく 
 りに取り組ませたりし、科学的的に思考・表現する力の育成を図る。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

Ａ　物質・
エネルギー

Ｂ　生命・
地球

科学的な
思考・表

現

観察、
実験の
技能

知識・
理解

基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 1 小３ ○ ○ ○ 83.6% 0.3% 84.0% 0.3%
　太陽とかげの向きを調べる観察
であることを理解しているか。

2 2 小３ ○ ○ ○ 37.7% 2.2% 36.0% 2.6%
　しゃ光プレートの名称と役割に
ついて理解しているか。

3 3 小３ ○ ○ ○ 61.9% 0.2% 62.7% 0.2%
　かげは日光をさえぎる物がある
と、太陽の反対側にできることを
理解しているか。

4 1 小４ ○ ○ ○ 54.1% 0.1% 51.3% 0.1%
　湯気は液体の水であることを理
解しているか。

5 2 小４ 思・表１ ○ ○ 51.6% 0.1% 53.8% 0.0%
　沸騰している泡の正体について
予想に対する結果の見通しを考
察できるか。

6 3 小４ ○ ○ ○ 52.5% 0.1% 52.6% 0.1%
　結果を予想に照らし合わせて泡
の正体を考察できるか。

7 3 小４ 思・表２ ○ ○ 61.5% 0.4% 61.2% 0.4%
　天気の様子から一日の気温の
変化を考察できるか。

8 1 小５ 思・表１ ○ ○ 48.6% 0.2% 49.7% 0.2%

　水の温度とミョウバンの溶ける量
との関係のグラフを基に、ミョウバ
ンの溶けている量について実験
結果から考察できるか。

9 2 小５ ○ ○ ○ 86.6% 2.9% 86.7% 2.8%
　固体と液体を分ける方法につい
て名称を理解しているか。

10 3 小５ ○ ○ ○ 75.2% 0.4% 76.2% 0.6%
　ろ過の適切な操作方法を身に
付けているか。

11 4 小５ 思・表３ ○ ○ 46.4% 0.4% 48.3% 0.5%
　ろ過の前後の水溶液の様子を
モデルで説明することができる
か。

12 1 小３ ○ ○ ○ 41.0% 0.2% 39.6% 0.4%
　昆虫の種類による変態の仕方
の違いについて理解しているか。

13 2 小３ ○ ○ ○ 58.7% 3.0% 57.1% 3.0%
　昆虫の体のつくりを理解してい
るか。

14 1 小４ ○ ○ ○ 76.8% 1.0% 75.8% 1.1%
　乾電池の並列つなぎを理解し
ているか。

15 2 小４ ○ ○ ○ 41.5% 0.3% 43.5% 0.3%
　並列つなぎのつなぎ方を理解し
ているか。

16 3 小４ 思・表１ ○ ○ 43.1% 0.6% 43.3% 0.3%

　検流計で調べた実験結果の比
較から、電流の向きや大きさの変
化に着目して乾電池のつなぎ方
を考察できるか。

17 1 小５ 思・表１ ○ ○ 45.2% 1.6% 46.1% 1.4%
　実験結果から言える発芽に必
要な条件とその理由を見いだす
ことができるか。

18 2 小５ 思・表１ ○ ○ 53.4% 3.1% 55.3% 2.7%

　植物の成長条件として日光の必
要性を調べる際に、条件を制御し
た実験計画を立てることができる
か。

19 3 小５ ○ ○ ○ 46.7% 0.7% 49.5% 0.8%
　ヘチマのおしべとめしべを理解
しているか。

20 4 小５ 思・表１ ○ ○ 45.6% 4.3% 47.4% 4.0%

　結実に関する実験結果を基に、
検証方法の問題点であるつぼみ
のときからふくろをかぶせて実験
を行う必要性を見いだすことがで
きるか。

21 5 小５ 思・表１ ○ ○ 34.6% 1.0% 35.7% 1.1%

　ヘチマの発芽、成長、結実に関
する実験結果から、言えることと
言えないことを見いだすことがで
きるか。

問題数 12 9 10 11 9 3 9

出題
割合 57.1% 42.9% 47.6% 52.4% 42.9% 14.3% 42.9%

59.7% 47.8% 1.1% 59.6% 49.0% 1.1%

(4)  小学校第５学年

出題の意図

設問

1

2

校内通過率市平均通過率

6

観 点 別内容領域別問題内容別

出題
学年

県平均通過率

54.6%

4

7

5

計

通過率

55.0%
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問4 第５学年「物の溶け方」 【思考・表現1】

４ 太郎さんと正子さんは，50mLの水にとけるミョウバン 平均通過率
の量が水の温度によってどのように変わるか，調べまし 市 県 差
た。次の各問いに答えましょう。 ４９.７％ ４８.６％ 1.1

(1) 太郎さんは，60℃の水にとけるミョウバンの量を調べ 指導のポイント
ていた途中，何はい入れたかわすれてしまいました。２ グラフから必要な情報を取
人の会話を読んで，考えられるミョウバンの量を次のア り出し、思考する問題は、例
～エから１つ選び， □に書きましょう。 年課題である。

用意されたグラフを読み取
太郎さん： たしか60℃では全部とけたよ。しかし，し らせる指導だけでなく、実験

ばらくすると，温度が下がって，とけ残りが出 で得たデータをグラフ化する
てきたよ。そのときの温度は40℃だったよ。 活動を積極的に取り入れた

正子さん： それなら，結果のグラフからだいたい予想がつくわ。きっと（ ）ぐら い。その際、縦軸・横軸や一
いなんじゃないかしら。 目盛りの設定を考えさせるこ

とで、グラフを読み取る力を
ア ３はい イ ５はい ウ ７はい エ 13はい 育成することが必要である。

(ｲ) 大問５ 第３学年「昆虫の体のつくり」
５ ある日，太郎さんは，校庭の木の葉に幼虫がいるのを見つけました。そこで，幼虫と (1)【基礎・基本】
食べていた木の葉を持ち帰って観察をすることにしました。10日後，幼虫はさなぎにな 平均通過率
り，さらに12日後に，アゲハの成虫が出てきました。次の各問いに答えましょう。 市 県 差
(1) 太郎さんがつかまえた幼虫のように、さなぎになるこん虫を次のア～エからすべて ３９.６％ ４１.０％ -1.4
選び、その記号を□に書きましょう。 (2)【基礎・基本】

平均通過率
ア モンシロチョウ イ オオカマキリ ウ シオカラトンボ エ カブトムシ 市 県 差

５７.１％ ５８.７％ -1.6
(2) 太郎さんは、成虫になったアゲハをスケッチして正子さんに説明しようとしました。

指導のポイント

太郎さん： ぼくの幼虫がやっと成虫になったよ。飼育ケ ３年生の学習内容に課題が

ースのかべに止まったところをかいてみたんだ 見られるため、かごしま学力

よ。 向上支援Ｗｅｂシステムの評

正子さん： 太郎さん。アゲハとスケッチをよくくらべて 価問題や過去の調査問題を活

みて。太郎さんのスケッチでは、アゲハはこん 用し、定着度を確認する必要

虫のなかまではなくなっているよ。しっかりと がある。授業では、設問中の

観察してスケッチすることが大事なんだよ。 図を提示して間違いについて

話し合い、視点を明確にさせ

どうして、正子さんは太郎さんのスケッチを「こん虫のなかまではなくなっている」 た上で昆虫を観察させるなど

と言ったのでしょう。その理由を□に書きましょう。 の活用の仕方も考えられる。

(ｳ) 大問６ 第４学年「電流の働き」 【思考・表現1】
６ 正子さんは，図１のように，かん電池，モータ 平均通過率
ー，導線，スイッチ，検流計をつないで，電気 市 県 差
自動車を作りました。スイッチを入れたところ， ４３.３％ ４３.１％ 0.2
矢印の方向に電気自動車が動きだし，図２のよ

うに検流計の針がふれました。次の各問いに答 指導のポイント

えましょう。 平成２３、２７、２９年度
の追跡調査問題だが、引き続

(3) 次の日，正子さんは，図３のようにかん電池のつな き課題である。児童の関心が

ぎ方だけを変えて，電流を流すと，電気自動車は前で 直列つなぎに向きがちである

はなく，後ろ向きに走り始めました。そして，検流計 こと、図と実際の配線が一致

の目もりは図４のようになりました。このとき，図３ しにくいことなどを踏まえ、

の ？ の部分のかん電池のつなぎ方はどのようになっ 並列つなぎについて繰り返し

ていたと考えられますか。最も適切なものを，次のア 指導する必要がある。その際、

～ウから１つ選んで□に書きましょう。 検流計や電子オルゴール等も
用いて電流の向きと大きさを
意識させる必要がある。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

エネ
ル

ギー
粒子 生命 地球

科学的な
思考・表

現

観察、
実験の
技能

知識・
理解

基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 1 中１ ○ ○ ○ 60.0% 0.1% 65.1% 　 0.0%
　花の基本的なつくりを理解して
いるか。

2 2 中１ ○ ○ ○ 38.2% 0.2% 40.1% 　 0.2%
　裸子植物であるマツの花の基本
的なつくりを理解しているか。

3 3 中１ ○ ○ ○ 75.3% 0.5% 76.8% 　 0.4%
　被子植物の花のつくりを理解し
ているか。

4 1 中１ ○ ○ ○ 70.7% 1.6% 72.6% 　 1.4%
　メスシリンダーの値を読み取り、
物質の体積を求めることができる
か。

5 2 中１ 思・表１ ○ ○ 60.8% 3.0% 　 64.2% 2.4%
　物質の種類によって密度は決
まっていることを理解しているか。

6 3 中１ ○ ○ ○ 44.4% 0.4% 48.2% 　 0.4%
　金属に共通する性質を理解し
ているか。

7 1 中１ ○ ○ ○ 57.8% 0.5% 59.3% 　 0.4%
　物質を水に溶かしたときに質量
が保存されることを理解している
か。

8 2 中１ 思・表１ ○ ○ 38.7% 4.7% 　 41.3% 4.2%
　溶解度曲線をもとに、析出してく
る結晶の量を求めることができる
か。

9 3 中１ 思・表３ ○ ○ 53.0% 1.0% 　 52.2% 1.0%
　物質が水に溶けた後、水溶液
の様子をモデルで表現できるか。

10 1 中１ ○ ○ ○ 57.1% 5.3% 60.9% 　 4.6%
　水上置換法で集めることのでき
る気体の性質について理解して
いるか。

11 2 中１ ○ ○ ○ 45.5% 1.2% 48.6% 　 1.0%
　二酸化炭素を発生させる方法
について理解しているか。

12 3 中１ 思・表２ ○ ○ 69.5% 5.6% 　 70.4% 4.7%
　シャボン玉が落下する理由につ
いて、空気との密度の関係を示し
て考察できるか。

13 1 小６ ○ ○ ○ 77.1% 5.3% 79.5% 　 4.8% 　化石について理解しているか。

14 2 小６ ○ ○ ○ 67.0% 1.3% 66.1% 　 1.2%
　地層の成り立ちについて理解し
ているか。

15 3 小５ 思・表２ ○ ○ 69.6% 4.3% 　 67.6% 3.9%
　流水の働きについて考察できる
か。

16 1 中１ ○ ○ ○ 56.8% 2.8% 57.9% 　 2.8%

　音を出している物体は振動して
いることと、大気中で音を伝えて
いる物質は空気であることを理解
しているか。

17 2 中１ ○ ○ ○ 60.7% 0.8% 63.4% 　 0.8%
　振幅が大きくなる理由とその条
件を考えることができるか。

18 3 中１ 思・表１ ○ ○ 52.2% 1.4% 　 55.2% 1.1%
　音の高さについて、条件を制御
して、実験方法を考えることがで
きるか。

19 1 中１ ○ ○ ○ 60.2% 0.6% 63.9% 　 0.5%

　凸レンズを通過した光によって
スクリーンにできる像が、上下左
右逆向きの像になることを理解し
ているか。

20 2 中１ ○ ○ ○ 77.4% 2.8% 78.8% 　 2.6%
　実像の作図の方法について理
解しているか。

21 3 中１ 思・表２ ○ ○ 52.0% 10.2% 　 51.8% 9.6%
　レンズを半分かくすと像の明るさ
が暗くなる理由を説明できるか。

22 1 中１ ○ ○ ○ 73.0% 1.8% 75.6% 　 1.5%
　蒸散が行われている気孔の場
所を理解しているか。

23 2 中１ ○ ○ ○ 74.5% 3.9% 77.9% 　 3.4%
　実験の条件と照らし合わせて、
蒸散が行われる場所を考えること
ができるか。

24 3 中１ 思・表１ ○ ○ 46.7% 1.4% 　 50.5% 1.2%
　実験結果から、葉の裏側からの
蒸散量の計算式を考えることがで
きるか。

25 4 中１ 思・表１ ○ ○ 42.1% 1.7% 　 46.5% 1.5%
　アジサイとイネの実験結果を比
較し、蒸散量、気孔の数を考察で
きるか。

問 題 数 16 9 6 9 7 3 9 2 14

出題割合 64.0% 36.0% 24.0% 36.0% 28.0% 12.0% 36.0% 8.0% 56.0%

62.2% 53.9% 2.5% 64.7% 55.5% 2.2%

5

2

6

7

8

59.2%

計

通過率

出題の意図

市平均通過率観 点 別内容領域別問題内容別 校内通過率

(5)  中学校第１学年

61.4%

県平均通過率設問

1

3

4

出題学年
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問３ 第１学年「物質の溶解」 【基礎・基本】

３ 図１のようにして， (1) 平均通過率
硝酸カリウムと食塩を 市 県 差
100gの水にとかす実験 ５９.３％ ５７.８％ 1.5
を行いました。図２は， 【思考・表現１】
硝酸カリウムと食塩の (2) 平均通過率
溶解度を表すグラフで 市 県 差
す。次の各問いに答え ４１.３％ ３８.７％ 2.6
なさい。 【思考・表現３】

(3) 平均通過率
市 県 差

⑴ 50℃の水100gに食塩50gを入れ，図１のようによくかき混ぜたところ，一部がとけず ５２.２％ ５３.０％ -0.8
に残った。ビーカーの質量を除いたとき，全体の質量はどうなるか。最も適切なもの

を次のア～ウから１つ選んで記号で答えよ。 指導のポイント
ア 150gより小さくなる。 イ 150gになる。 ウ 150gより大きくなる。 (1)は、物が溶けたときの

質量保存について課題が見ら
⑵ 40℃の水100gに硝酸カリウム50gを入れ，図１のようによくかき混ぜたところ，全部 れる。(2)、(3)は、平成２９

とけた。この水溶液を20℃まで冷やすと，硝酸カリウムの結晶は何g出てくるか。 年度とほぼ同一問題である

が、グラフから必要な情報を
⑶ ⑵の下線部の水溶液のようすをモデルで表すと図３のようになる。下線部の水溶液 取り出すことや水溶液の様子

を40℃で保温し，ふたをして密閉した状態で一週間置いた。そのときのようすをモデ をモデルで表現することに引

ルで表すとどのよ き続き課題が見られる。
うになるか。解答 授業では、グラフを読み取
用紙の図中に●で り、実験で確かめる活動や観
示せ。ただし,● 察・実験の結果を基にモデル
は硝酸カリウムの で表現させ、妥当性を話し合
粒子を表すものと う活動等を設定し、理解を深
する。 める必要がある。

(ｲ) 大問５ 小６「土地のつくり」、小５「流水の働き」 【基礎・基本】
５ 図１は，近所のがけを観察し，そのようすを模式的に表したものです。次の各問いに (2) 平均通過率
答えなさい。 市 県 差

６６.１％ ６７.０％ -0.9
【思考・表現２】

(3) 平均通過率
市 県 差

６７.６％ ６９.６％ -2.0

指導のポイント
小学校の学習内容であり、

⑵ Ａ層～Ｆ層ができた期間に火山活動があったことがわかる。この期間に火山活動は何 (2)は平成２６年度の類似問
回あったと考えられるか。 題である。過去の調査問題等
⑶ Ｃ層を観察すると，写真１のように，地層の中のれきは，角がとれてまるみを帯びて を活用し、定着度を確認する
いた。その理由を簡潔に書け。 必要がある。

(ｲ) 大問７ 第１学年「光の屈折」 【思考・表現２】
７ 図１のような装置で，スクリーンを動かして像がうつるように調整しました。これ (3) 平均通過率
について，次の各問いに答 市 県 差
えなさい。 ５１.８％ ５２.０％ -0.2

指導のポイント

⑶ 図３のように，レンズの半分を板でかくし，同じように実験を行うと，像の大きさは 平成２９年度とほぼ同一問
そのままで像の明るさは暗くなっ 題である。光は光源から無数
た。その理由を簡潔に説明せよ。 に発せられ、(3)の場合はレ

ンズに入る量が減少すること
を図示して説明し合うなど
し、理解を図る必要がある。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

エネ
ル

ギー
粒子 生命 地球

科学的な
思考・表

現

観察、
実験の
技能

知識・
理解

基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 1 中２ ○ ○ ○ 96.8% 0.8% 97.7% 　 0.5%
　セキツイ動物の特徴を理解して
いるか。

2 2 中２ ○ ○ ○ 51.6% 0.6% 56.7% 　 0.5%
　セキツイ動物を、出現した年代
や特徴から分類することができる
か。

3 3 中２ ○ ○ ○ 77.6% 7.9% 79.1% 　 7.2%
　進化の証拠である相同器官に
ついて理解しているか。

4 1 中１ ○ ○ ○ 38.0% 16.6% 41.0% 　 15.4%
　目のつくりを、凸レンズによる像
と関連付けて理解しているか。

5 2 中２ ○ ○ ○ 48.9% 2.7% 52.2% 　 2.4%
　刺激の信号が伝わる経路を理
解しているか。

6 3 中２ 思・表２ ○ ○ 　 30.6% 5.3% 　 29.0% 5.1%
　ひじの関節のつくりを、うでの骨
と筋肉の働きを考えながら理解し
ているか。

7 1 中１ ○ ○ ○ 82.5% 0.7% 84.4% 　 0.6%
　同じ大きさの力が働いても、接
する面積によって圧力は変わるこ
とを理解しているか。

8 2 中１ ○ ○ ○ 20.8% 9.9% 24.0% 　 9.0%
　圧力の求め方を理解している
か。

9 3 中１ ○ ○ ○ 25.0% 19.3% 27.7% 　 17.0%
　実験の結果をグラフに表す「グ
ラフのかき方」を理解しているか。

10 4 中１ 思・表１ ○ ○ 20.8% 15.6% 　 24.6% 14.3%
　ばねに働く力と、ばねののびの
関係を理解しているか。

11 1 中２ ○ ○ ○ 59.1% 6.3% 59.2% 　 5.3%
　安全に実験を行う方法を理解し
ているか。

12 2 中２ ○ ○ ○ 19.4% 12.5% 23.5% 　 10.7%
　酸化物から酸素を取り除く化学
変化を、物質ごとに理解している
か。

13 3 中２ ○ ○ ○ 63.9% 2.3% 66.5% 　 2.3%
　酸化銅の還元の化学反応式を
理解しているか。

14 4 中２ 思・表３ ○ ○ 23.6% 8.4% 　 26.8% 7.8%
　酸化銅の還元を理解し、その反
応をモデルで表すことができる
か。

15 1 中１ ○ ○ ○ 74.4% 10.4% 76.4% 　 8.9%
　凝灰岩のでき方を理解し、地層
から当時の様子を推測できるか。

16 2 中１ ○ ○ ○ 30.0% 1.4% 32.7% 　 0.8%
　示準化石と地層の堆積した地
質年代を理解しているか。

17 3 中１ 思・表１ ○ ○ 31.2% 8.0% 　 34.9% 7.2%
　周辺の地層のつながりから、地
層の傾きについて考え、調査場
所の地層の様子を推測できるか。

18 1 中２ ○ ○ ○ 90.6% 3.4% 90.6% 　 3.2%
　熱帯低気圧のうち、最大風速が
17m/s以上のものが台風であるこ
とを理解しているか。

19 2 中２ 思・表１ ○ ○ 82.6% 0.9% 　 83.2% 0.6%

　台風は太平洋高気圧のへりを
沿うように移動することを基に、衛
星写真を並べ替えることができる
か。

20 3 中２ ○ ○ ○ 67.8% 6.2% 71.0% 　 5.7%
　乾湿計の示度を基に、湿度表を
使って湿度を求めることができる
か。

21 1 中２ ○ ○ 　 ○ 48.3% 3.4% 52.1% 　 3.0%

　鉄は単体で分子ではなく、たく
さんの鉄原子が集まって物質を
構成していることを理解している
か。

22 2 中２ 思・表１ ○ ○ 66.4% 1.8% 　 69.6% 1.4%
　２つのグラフを比較することによ
り、食塩水と化学カイロの発熱と
の関係を考察できるか。

23 3 中２ 思・表１ ○ ○ 35.1% 18.3% 　 39.9% 16.5%
　化学カイロにおける食塩水の役
割を考えることができるか。

24 4 中２ 思・表１ ○ ○ 　 22.2% 19.7% 　 22.2% 17.5%
　化学カイロの発熱について、食
塩水の条件を考える新たな疑問
をもつことができるか。

問題数 16 8 4 8 6 6 8 3 13

出題
割合 66.7% 33.3% 16.7% 33.3% 25.0% 25.0% 33.3% 12.5% 54.2%

55.9% 39.0% 7.6% 58.4% 41.3% 6.8%

(6)  中学校第２学年

観 点 別内容領域別

通過率

市平均通過率

出題の意図

2

5

3

計

問題内容別

出題
学年

設問 校内通過率

52.7%

1

7

6

県平均通過率

50.3%

4
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問２ 第２学年「関節のつくり」 【思考・表現２】

(3) 正子さんはボールをキャッチ 平均通過率
するときにうでを曲げた。図３ 市 県 差
はうでを曲げたときの筋肉と骨 ２９.０％ ３０.６％ -1.6
の模式図である。筋肉の両端と

骨はけんでつながっているが， 指導のポイント
図３の で囲まれた部分にはけ 授業では、関節のつくりを
んがかかれていない。 で囲ま 筋肉の働きと関係付けて捉え
れた部分の筋肉と骨は，けんで させるために、一人一人にモ
どのようにつながっているか。 デルを操作させた上で仕組み
解答用紙の図に，けんをかいて を図示して説明させるなどの
示せ。 活動を設定する必要がある。

(ｲ) 大問４ 第２学年「酸化還元反応」 【基礎・基本】
４ 太郎さんは，授業で学習したことを確かめるために，酸化物から酸素を取り除く実験 (3) 平均通過率
１，２をそれぞれ１～３の手順で行いました。次の各問いに 市 県 差
答えなさい。 ６６.５％ ６３.９％ 2.6

【実験１】 【図１】 【思考・表現３】
１ 酸化銅と炭素の混合物を，図１のように加熱した。 (4) 平均通過率

市 県 差
２ 試験管内に残った物質を取り出し，金属製の薬さじでこす ２６.８％ ２３.６％ 3.2
ると金属光沢が生じた。

３ 発生した気体を石灰水に通すと，石灰水が白くにごった。 指導のポイント

平成２９年度調査の追跡調

⑶ 実験１で起こった化学変化を化学反応式で表すとどうなるか。次のア～エから最も適 査問題であり、(3)は改善が

切なものを１つ選び，記号で答えよ。 見られるが、(4)の酸化銅の

ア ＣｕＯ２ ＋ Ｃ → Ｃｕ２ ＋ ＣＯ２ 還元をモデルで表現すること

イ ＣｕＯ２ ＋ Ｃ → Ｃｕ２ ＋ ＣＯ２ については引き続き課題であ

ウ ２ＣｕＯ２ ＋ Ｃ → ２Ｃｕ２＋ ＣＯ２ る。主な誤答例としては、酸

エ ２ＣｕＯ２ ＋ Ｃ → Ｃｕ２ ＋ ＣＯ２ 化銅や二酸化炭素を表現する

⑷ 実験１で起こった 際に、それぞれの原子を表す

化学変化をモデル 記号同士が接していないこと

で表すと，どのよ が挙げられる。授業では、記

うになるか。図３ 号同士が接している場合とそ

のア，イ，ウにあ うでない場合の意味を考えさ

てはまるモデルを せながら、原子と分子や酸化
解答用紙に書け。 と還元について理解を深めさ
ただし，●は炭素原子を表しており，銅原子を○，酸素原子を◎で表すものとする。 せる必要がある。

(ｳ) 大問７ 第２学年「発熱反応」 【思考・表現１】
７ 太郎さんは，化学カイロについて興味をもち，科学的に探究してレポートにまとめま (3) 平均通過率
した。次の各問いに答えなさい。 市 県 差
【レポート】 ※ 一部省略 ３９.９％ ３５.１％ 4.8
○ 考察 (4) 平均通過率
結果のグラフから，一定時間での上昇温度がＡはＢより（ ① ）ので，食塩水が化 市 県 差
学カイロの発熱に関係しているといえる。 ２２.２％ ２２.２％ ０
ある一定の温度まで上昇する時間が，ＡはＢより（ ② ）ので，食塩水は化学カイ

ロの発熱に関係しているといえる。 指導のポイント
ＡとＢを比べると，食塩水は（ ③ ）する役割をしているといえる。 市の無解答率が、(3)16.5
○ 新たな疑問 ％、(4)17.5%であり、高い。
（ ） 探究の過程をレポートにまと
⑶ 考察の③にあてはまる文章を「化学変化」という語句を使って書け。 め、考察や新たな疑問を自分

⑷ 太郎さんは，食塩水と化学カイロの発熱の関係について新たな疑問をもった。あなた なりに記述し、発表し合う活

なら食塩水について，どのような新たな疑問をもつか。考えられる疑問を１つ書け。 動を重視する必要がある。
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市 県 県との差 市 県 県との差 市 県 県との差

中１ 77.3% 76.5% 0.8 68.2% 67.9% 0.3 73.9% 73.3% 0.6

中２ 61.7% 58.3% 3.4 43.4% 41.4% 2.0 54.6% 51.7% 2.9

５　英語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　○分析　◆対策

学　　年
基礎・基本 全　体

　(1)　全体

思考・表現

○基礎･基本で70％を超えたのは、中１のみ  

○ 全体では、中１、中２とも、県を上回っている。 
○ 「基礎・基本」では、いずれの学年も県を上回っているが、中２は、正答数が半数未満の生徒が 
 多く、課題が見られる。 
○ 「思考・表現」では、いずれの学年も県を上回っているが、中２は、平均正答率が５割に満たな 
 ない状況であり、課題が見られる。 
◆ 学習した語や表現を活用するために、実際のコミュニケーションの場面を想定した、話したり書 
 いたりする活動を繰り返し取り入れ、英文の読解においては、読解の鍵となる問いを設定して内容 
 理解を深め、読み取った内容を表現させるなどの活動を重視する。 

【中学校第１学年】 

【中学校第２学年】 
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ア　中学校第１学年

市 県

聞くこと 85.2% 83.8% 1.4
話すこと 73.6% 72.5% 1.1
読むこと 74.9% 72.6% 2.3
書くこと 63.7% 65.1% -1.4

イ　中学校第２学年

市 県

聞くこと 58.8% 56.4% 2.4
話すこと 41.6% 37.1% 4.5
読むこと 54.9% 52.5% 2.4
書くこと 49.8% 46.2% 3.6

　　 　イ　中学校第１学年

市 県

外国語表現の能力 71.3% 71.5% -0.2
外国語理解の能力 80.0% 78.2% 1.8  

言語文化知識理解 66.4% 66.9% -0.5

　　 　ウ　中学校第２学年

市 県

外国語表現の能力 51.2% 47.5% 3.7
外国語理解の能力 56.1% 53.7% 2.4  

言語文化知識理解 47.4% 44.4% 3.0

平均通過率
県との差

　(2)　内容・領域別平均通過率

　(3)　観点別平均通過率

平均通過率
県との差

県との差
平均通過率

平均通過率
県との差

65.1% 

72.6% 

72.5% 

83.8% 

63.7% 

74.9% 

73.6% 

85.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書くこと 

読むこと 

話すこと 

聞くこと 

市 県 

46.2% 

52.5% 

37.1% 

56.4% 

49.8% 

54.9% 

41.6% 

58.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書くこと 

読むこと 

話すこと 

聞くこと 

市 県 

66.9% 

78.2% 

71.5% 

66.4% 

80.0% 

71.3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語文化知識

理解 

外国語理解の

能力 

外国語表現の

能力 

市 県 

44.4% 

53.7% 

47.5% 

47.4% 

56.1% 

51.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言語文化知識

理解 

外国語理解の

能力 

外国語表現の

能力 

市 県 

○ 内容・領域別平均通過率では、中１においては、「書くこと」において県を下回っている。 
 また、中２においては、全ての内容・領域において県を上回っているが、特に、「話すこと」 
 と「書くこと」が５割を下回っており、課題が見られる。 
○ 観点別平均通過率では、中１においては、「外国語表現の能力」及び「言語文化知識理解」 
 が県を下回っている。また、中２においては、全ての観点において県を上回っているが、「言 
 語文化知識理解」が５割を下回っており、課題が見られる。 
◆ 他の生徒が発表した内容を書き起こす、読んだり聞いたりしたことに対する自分の意見や考 
 えをまとめ、書き表したり伝え合ったりするなど、思考・判断をしながら表現する「話す」、 
 「書く」言語活動を充実させるなど、５領域を統合した活動を取り入れる。 
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

聞く
こと

話す
こと

読む
こと

書く
こと

表現 理解

言語や文
化につい
ての知
識・理解

基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 93.5% 0.1% 93.9% 0.1% 　英語を聞いて手を挙げる指示を聞き
取ることができるか。

2 (2) 中１ ○ ○ ○ 95.4% 0.1% 95.7% 0.0% 　英語を聞いて箱の中身の説明を聞き
取ることができるか。

3 (3) 中１ ○ ○ ○ 71.9% 0.1% 71.3% 0.0%
　英語を聞いて放課後の予定（するこ
と・曜日）を聞き取ることができる
か。

4 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 92.3% 0.1% 93.1% 0.0% 　お祝いの言葉に対して適切に答える
ことができるか。

5 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 89.9% 0.1% 91.6% 0.1% 　be動詞の疑問文に答えることができ
るか。

6 (3) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 73.9% 0.1% 76.2% 0.0%
　疑問詞whereを使った場所を問う質
問に対して適切に答えることができる
か。

7 (4) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 89.2% 0.2% 91.8% 0.1%
　相手の話から指示代名詞itの示すも
のを理解して質問に適切に答えること
ができるか。

8 3 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 81.1% 0.1% 80.7% 0.0% 　コミュニケーション場面から考えら
れる質問を選択することができるか。

9 (1) 中１ 思・表１ ○ ○ ○ ○ 87.2% 0.1% 88.8% 0.2% 　対話文を聞き取り、質問に適切に答
えることができるか。

10 (2) 中１ 思・表１ ○ ○ ○ ○ 63.9% 0.1% 68.7% 0.1% 　対話文を聞き取り、質問に適切に答
えることができるか。

11 (1) 中１ ○ ○ ○ 85.7% 0.1% 88.2% 0.0% 　英文を読んで文脈を正確に理解し適
切な語を選択することができるか。

12 (2) 中１ ○ ○ ○ 92.1% 0.1% 93.3% 0.0%
　短い説明文を読んで大切な部分を正
確に読み取り適切な絵を選択すること
ができるか。

13 (3) 中１ ○ ○ ○ 85.6% 0.2% 87.9% 0.1%
　対話文を読んで表を見ながら this
day の表す内容を適切に答えることが
できるか。

14 (1) 中１ ○ ○ ○ 62.7% 0.1% 65.8% 0.1% 　英文の概要を把握して適切なタイト
ルを答えることができるか。

15 (2) 中１ ○ ○ ○ 61.3% 0.3% 63.7% 0.2%
　対話文から曜日と教科を関連させて
正確な時間割表を答えることができる
か。

16 (3) 中１ ○ ○ ○ 49.9% 0.4% 51.7% 0.3% 　英文を読んで副詞（there）の表す
内容を適切に答えることができるか。

17 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 81.0% 0.2% 82.2% 0.2% 　対話文を読んで代名詞(one)の表す
内容を適切に答えることができるか。

18 (2) 中１ 思・表２ ○ ○ ○ 80.6% 0.2% 82.3% 0.2%
　対話文の内容を正確に把握し、対話
の流れに合う文を適切に補うことがで
きるか。

19 (1) 中１ 思・表２ ○ ○ ○ 67.7% 0.4% 69.9% 0.4%
　まとまりのある英文を読んで、その
内容に対する英語の質問に適切に答え
ることができるか。

20 (2) 中１ 思・表２ ○ ○ ○ 59.8% 0.7% 63.7% 0.6%
　まとまりのある英文を読んで、その
内容に対する英語の質問に適切に答え
ることができるか。

21 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 89.6% 0.4% 88.5% 0.6% 　be動詞の疑問文の正しい語順を答え
ることができるか。

22 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ 51.3% 0.7% 44.8% 0.9% 　SVCの英文の正しい語順を答えるこ
とができるか。

23 (3) 中１ ○ ○ ○ ○ 63.4% 0.5% 69.7% 0.6% 　doesを使った疑問文の正しい語順を
答えることができるか。

24 (4) 中１ ○ ○ ○ ○ 71.8% 0.6% 71.0% 0.7%
　How many～?の疑問文の正しい語順
を答えることができるか。

25 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 49.2% 5.9% 44.7% 5.0%
　対話文の中で場面状況を理解し、適
切な語を入れることができるか。

26 (2) 中１ 思・表３ ○ ○ ○ ○ 25.0% 11.4% 27.0% 9.3%
　対話中の空所に当てはまる応答を文
脈から判断し、適切な英語を用いて表
現できるか。

27
１
点
目

思・表３ ○ ○ ○ 91.4% 4.2% 90.9% 4.7%

28
２
点
目

思・表３ ○ ○ ○ 54.3% 4.2% 53.5% 4.7%

29
１
点
目

思・表３ ○ ○ ○ 89.6% 4.2% 89.2% 4.7%

30
２
点
目

思・表３ ○ ○ ○ 45.9% 4.2% 44.0% 4.7%

31
１
点
目

思・表３ ○ ○ ○ 87.0% 4.2% 84.3% 4.7%

32
２
点
目

思・表３ ○ ○ ○ 61.5% 4.2% 56.6% 4.7%

問題数 20 12 10 9 10 12 19 20 16

出題
割合

60.6% 36.4% 23.3% 20.9% 23.3% 27.8% 33.3% 35.1% 28.1%

76.5% 67.9% 1.5% 77.3% 68.2% 1.5%

③
構
成

中１

【①語彙の観点】
　語彙を文脈に合わせて適切に選ぶこ
とができているか。また、使い方も正
しく、十分に考えを伝えることができ
ているか。
【②文法の観点】
　多様な文のパターンを用いることが
できているか。また、使い方も正し
く、効果的に考えを伝えることができ
ているか。
【③構成の観点】
　文と文とのつながりがよく、文章全
体の流れが自然で一貫しており、考え
を明確に伝えることができているか。

(4)  中学校第１学年

内容領域別

73.3%

市平均通過率県平均通過率観 点 別

通過率

73.9%

出題の意図

計

4

10

7

8

問題内容別
出題
学年

9

11

設問

5

1

2

6

①
語
彙

②
文
法

校内通過率
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イ 特に課題のあった設問
(ｱ) 大問１０ 第１学年「対話文の文脈に合う語の表現」 【基礎・基本】

(1) 平均通過率

市 県 差
４４.７％ ４９.２％ －４.５

指導のポイント
平均通過率が県を下回り、５割に届いていない。空欄の直前にある英文だけでなく、対話

文全体の場面状況を把握し、適切な語を答えることが求められている。スモールトークやＱ
＆Ａ活動等において、実際のコミュニケーションの場面に即した言語活動を展開し、既習の
内容を繰り返し活用する機会を設定することが必要である。

(ｲ) 大問１１ 第１学年「自己紹介文の作成」 【思考・表現３】

(1) 文法にて１点獲得した平均通過率

市 県 差

４４.０％ ４５.９％ －１.９

指導のポイント
「自己紹介メモ」に沿って書かれた英文において、考えをほぼ伝えることができているが、
文法上の誤りなどが見られるため、減点をされている状況が見られる。授業の内容に即して
まとまった量の英文で自分自身について書き表す機会を増やし、ＡＬＴを活用して添削をす
るなど指導の工夫を行うことが求められる。
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　ア　各設問の分類と平均通過率 　※　分析の際に着目したい設問に着色している。

大
問

中
問

小
問

基礎・
基本

思考・
表現

聞く
こと

話す
こと

読む
こと

書く
こと

表現 理解

言語や文
化につい
ての知
識・理解

基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率
基礎・
基本

思考・
表現

無解答率

1 (1) 中１ ○ ○ ○ 98.7% 0.1% 99.0% 0.0%
　クラスルームイングリッシュを理
解し、必要な情報を聞き取ることが
できるか。

2 (2) 中２ ○ ○ ○ 65.9% 0.1% 64.0% 0.0%
　日本語で事前に与えられている状況と
イラスト及び放送される対話から、情報
を適切に聞き取ることができるか。

3 2 中２ ○ ○ ○ 44.7% 0.3% 48.3% 0.1% 　まとまりのある英語を聞いて、話
の概要を理解しているか。

4 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 62.5% 0.3% 66.2% 0.0% 　依頼に対して適切に答えることが
できるか。

5 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ ○ 48.6% 0.5% 53.6% 0.2% 　疑問詞whereを用いた質問に適切に
答えることができるか。

6 4 中２ 思・表１ ○ ○ ○ ○ ○ 17.7% 35.3% 21.9% 31.0%
　聞いて把握した内容について、自
分の考えを書いて伝えることができ
るか。

7 ① 中１ ○ ○ ○ 91.3% 0.2% 92.8% 0.1%
　簡単な語句や文で書かれたものの
内容を、正しく読み取ることができ
るか。

8 ② 中２ ○ ○ ○ 67.7% 0.3% 67.3% 0.2%
　簡単な語句や文で書かれたものの
内容を、正しく読み取ることができ
るか。

9 ① 中２ ○ ○ ○ 41.0% 0.5% 42.7% 0.3%
　文と文の関連に注意して、依頼を
求める文を選択することができる
か。

10 ② 中２ ○ ○ ○ 65.7% 0.4% 72.3% 0.2%
　文と文の関連に注意して、疑問詞
howを用いた質問の文を選択すること
ができるか。

11 ① 中２ ○ ○ ○ 50.4% 0.7% 54.8% 0.5%
　比較的長い文を読んで、その内容
に関する英語の質問に英語で答える
ことができるか。

12 ② 中２ ○ ○ ○ 73.8% 0.6% 78.3% 0.4%
　比較的長い文を読んで、その内容
に関する英語の質問に英語で答える
ことができるか。

13 中２ ○ ○ ○ 49.6% 0.7% 52.4% 0.5%

14 中２ ○ ○ ○ 60.2% 0.8% 63.1% 0.6%

15 7 中２ 思・表２ ○ ○ 55.5% 1.0% 57.9% 0.7% 　まとまりのある文章を読んで、説
明の大切な部分を理解しているか。

16 (1) 中１・２ 思・表２ ○ ○ ○ 41.0% 1.6% 41.9% 1.0% 　文脈に沿って空欄に正しい英文を
選択することができるか。

17 (2) 中２ 思・表２ ○ ○ ○ 4.4% 29.2% 3.9% 26.0%
　前後の文から登場人物の気持ちを
読み取り、下線部の理由を日本語で
説明することができるか。

18 (3) 中２ 思・表２ ○ ○ ○ 33.8% 2.0% 33.8% 1.5% 　空欄の前後関係から正しい動詞を
選択することができるか。

19 (4) 中２ 思・表２ ○ ○ ○ 48.6% 3.0% 52.4% 2.5%
　読み取った英文の内容について、
他の表現で言い換えたときに正しい
ものを選択できるか。

20 (1) 中１ ○ ○ ○ ○ 60.0% 1.1% 65.4% 0.9% 　禁止の命令文の英文の正しい語順
を答えることができるか。

21 (2) 中１ ○ ○ ○ ○ 49.7% 0.8% 49.4% 0.5% 　What＋名詞を用いた疑問文の正し
い語順を答えることができるか。

22 (3) 中２ ○ ○ ○ ○ 65.7% 0.9% 74.3% 0.6%
　２つの目的語をとる動詞の用法を
理解し、正しい語順に並べかえるこ
とができるか。

23 (4) 中２ ○ ○ ○ ○ 55.9% 1.0% 61.4% 0.8%
　不定詞の副詞的用法を理解し、正
しい語順に並べかえることができる
か。

24 (1) 中１・２ ○ ○ ○ ○ ○ 32.8% 16.9% 40.6% 13.5%

25 (2) 中１・２ ○ ○ ○ ○ ○ 23.6% 28.2% 25.5% 26.3%

26
１
点
目

中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 72.8% 14.0% 76.3% 12.5%

27
２
点
目

中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 28.6% 14.0% 29.9% 12.4%

28
１
点
目

中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 67.6% 14.0% 71.9% 12.5%

29
２
点
目

中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 22.0% 14.0% 21.8% 12.5%

30
１
点
目

中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 66.6% 14.0% 69.8% 12.6%

31
２
点
目

中１・２ 思・表３ ○ ○ ○ 37.8% 14.0% 39.5% 12.6%

問題数 19 12 6 5 13 13 15 19 16

出題
割合

52.8% 33.3% 13.0% 10.9% 28.3% 28.3% 24.6% 31.1% 26.2%

58.3% 41.4% 6.8% 61.7% 43.4% 5.9%

　対話中の空所に当てはまる応答を
文脈から判断し、適切な英語を用い
て表現できるか。

【①語彙の観点】
　語彙を文脈に合わせて適切に選ぶ
ことができているか。また、使い方
も正しく、十分に考えを伝えること
ができているか。
【②文法の観点】
　多様な文のパターンを用いること
ができているか。また、使い方も正
しく、効果的に考えを伝えることが
できているか。
【③構成の観点】
　文と文のつながりがよく、文章全
体の流れが自然で一貫しており、考
えを明確に伝えることができている
か。

(5)  中学校第２学年

(2)

設問
出題
学年

問題内容別 内容領域別 観 点 別

11

出題の意図

市平均通過率

3

1

8

9

　日常的な話題について、簡単な語
句や文で書かれたものから必要な情
報を読み取ることができるか。

県平均通過率 校内通過率

通過率

10

計

5

6

(2)

(1)

(1)

51.7% 54.6%

①
語
彙

②
文
法

③
構
成
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イ 特に課題のあった設問

(ｱ) 大問４ 第２学年「聞き取った英文に沿った内容の英作文」 【思考・表現１】

(1) 平均通過率 (2) 無解答率

市 県 差 市 県 差

２１．９％ １７．７％ ４．２ ３１.０％ ３５.３％ －４．３

指導のポイント

県・市ともに平均通過率が低く、無解答率がかなり高い。ＡＬＴが話す内容を聞き取り、

限られた時間で自らの考えを表現することが求められている。

授業の最初に取り入れる small talk を充実させ、自分の考えを伝える練習を積み重ねる

ことが大切であるとともに、授業でのＡＬＴとのティーム・ティーチングを充実させ、様々

な学習活動を通してＡＬＴと生徒とがやりとりを行う機会を設けることが必要である。

また、発表などの内容を聞き取って書き起こす、自らの考えを書き表すなどの、まとまっ

た量を「書く」活動を通して、思考力・表現力を高める取組が必要となる。

(ｲ) 大問８ 第２学年「内容理解」 【思考・表現２】

８ 次の英文を読み、あとの(1)～(4)の各問いに答えなさい。

(2) 下線部②の理由を３５字程度の日本語で説明せよ。 指導のポイント

※ 英文 一部省略 平均通過率が県より

低く、無解答率がかな

り高い。下線の直前を

抜き出して訳すのでは

なく、次の段落からMas

akiの心情を読み取り、

解答する設問となって

いる。

授業での内容理解に

(1) 平均通過率 (2) 無解答率 おいて、本文を訳すだ

市 県 差 市 県 差 けでなく、段落ごとの

３．９％ ４．４％ -0.5 ２６.０％ ２９.２％ -3.2 概要や登場人物の心情

を捉えさせる発問の工

夫が求められる。
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※　平成２９年度と平成３０年度の結果が比較できる設問のみ、それぞれの結果を示している。

1

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
52.6% 84.9% 84.0% 45.7% 76.6% 78.6% 45.0% 70.9% 73.9%
31.9% 10.0% 10.9% 32.2% 16.0% 14.5% 31.0% 17.5% 16.1%
13.1% 4.3% 4.4% 18.9% 6.5% 5.9% 19.8% 9.7% 8.2%
2.3% 0.6% 0.6% 2.8% 0.9% 1.0% 4.0% 1.8% 1.7%

84.5% 95.0% 94.9% 77.8% 92.6% 93.1% 76.0% 88.4% 90.0%

2

県 県 県
H30 H30 H30
63.9% 79.2% 80.1%
26.7% 15.5% 15.3%
7.8% 3.4% 2.5%
1.5% 1.8% 2.0%

3

県 県 県
H30 H30 H30
28.1% 17.5% 13.4%
37.7% 40.5% 37.1%
25.3% 33.2% 38.9%
8.9% 8.8% 10.6%
65.8% 58.0% 50.5%

4

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
26.6% 26.8% 26.2% 24.2% 22.1% 20.5% 23.6% 23.9% 21.7%
27.4% 25.0% 23.7% 38.7% 41.1% 39.0% 40.3% 43.3% 42.0%
11.1% 11.0% 10.8% 11.5% 9.7% 11.2% 12.0% 8.8% 9.7%
12.5% 12.0% 12.9% 5.2% 4.9% 5.9% 3.3% 3.7% 4.3%
10.5% 10.5% 11.2% 5.7% 7.1% 7.3% 3.8% 4.0% 4.3%
11.8% 14.5% 15.1% 14.6% 14.9% 16.1% 16.8% 16.3% 17.8%

5

県 県 県
H30 H30 H30
7.8% 7.4% 7.5%
18.6% 23.8% 24.2%
45.9% 43.7% 41.9%
20.5% 18.2% 17.7%
5.2% 5.1% 5.9%
2.0% 1.7% 2.8%
27.7% 25.0% 26.4%

6

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
3.3% 3.1% 4.9% 3.2% 3.7% 4.4% 4.3% 4.3% 5.0%
5.9% 7.2% 8.0% 13.0% 15.9% 18.7% 16.8% 18.6% 21.8%
5.0% 4.4% 3.0% 12.3% 10.3% 7.6% 16.9% 17.1% 11.7%

57.2% 55.5% 52.9% 35.8% 36.3% 33.9% 24.5% 22.4% 22.1%
23.8% 23.8% 24.7% 28.2% 27.5% 28.7% 29.1% 30.4% 31.1%
4.7% 5.9% 6.4% 7.3% 6.2% 6.7% 8.3% 7.1% 8.3%

7

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
35.3% 38.5% 38.4% 43.2% 48.6% 48.9% 50.9% 52.1% 53.6%
31.1% 29.3% 30.1% 12.6% 12.7% 13.4% 8.7% 9.2% 9.8%
14.1% 13.4% 12.2% 30.5% 26.9% 25.4% 30.0% 28.9% 26.4%
6.2% 6.5% 7.9% 2.5% 2.6% 3.1% 2.4% 1.7% 2.0%

12.7% 11.3% 10.4% 10.3% 8.6% 8.7% 7.1% 7.1% 7.0%
0.7% 0.8% 0.9% 0.8% 0.5% 0.5% 0.9% 1.0% 1.1%

Ⅳ　児童生徒質問紙調査の結果

中１ 中２

②　板書してあることを写すだけでなく、自分や友達の考えも書き込んでいる。

⑤　次の時間の予習をする。

②　どちらかといえばしている。

③　あまりしていない。

市

④、⑤、⑥の和（１時間より少ない） 28.8% 25.2% 23.6%

①と②の和

①と②の和

小５

8.3% 10.3%

2.5%

③　１時間以上２時間より少ない。

中１ 中２

①　している。

　あなたは、家で学習しているときに、分からない問題がでてきたら、どうしますか。

小５ 中１ 中２

小５ 中１ 中２

①　ドリルなどの問題をする。

②　教科書や問題集の練習問題をする。

③　教科書や参考書の文章や図、グラフなどを書き写す。

⑥　計画を立てて学習していない。

鹿児島市

　あなたが自分で計画を立てて勉強している内容は、どんなものが多いですか。

鹿児島市 鹿児島市

市 市 市

65.7% 57.4% 50.4%

④　していない。

　宿題は学校でどのように確認されることが最も多いですか。

小５

④　自分でテーマを決めて調べ学習をする。

市 市

②　２時間以上３時間より少ない。 18.8% 24.1% 29.1%

⑤　３０分より少ない。 5.6% 5.4% 5.2%
⑥　全くしない。 2.3% 2.0%

③　板書してあることを写すだけでなく、先生の言葉も書き込んでいる。

中２
市 市 市

H30 H30 H30

④　確認されることはない。 2.1% 2.1% 2.1%

　家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか。

①　先生が○を付けたり、一言書いたりする。 63.6% 77.9% 79.1%
②　授業等で先生が答えや解き方を説明する。

中１

H30 H30

市 市 市
H30 H30 H30

①　３時間以上。 10.0% 9.2% 10.3%

④　していない。 8.6%

小５

市 市 市

①　板書してあることを写している。

⑥　そのままにしておくことが多い。

④　家族や親戚に聞く。

　あなたは、授業中にどのような内容についてノートをとっていますか。

④　先生が指示したところだけ書いている。

⑤　板書を参考に、自分なりにまとめ直しながら書いている。

  家で、学校の宿題をしていますか。（H30：家では、自分で学習（宿題や自分で計画した学習）していますか。）

（H30：あなたが自分で考えてやる宿題（自学ノートなど）の内容は、どんなものが多いですか。）

　学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか。
（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も含む。）

小５ 中１ 中２

①　している。 28.1% 16.8% 13.3%
②　どちらかといえばしている。 37.6% 40.7% 37.1%
③　あまりしていない。 25.6%

25.6% 17.2% 16.5%
③　授業等で友達と答え合わせをしたり、解き方を説明しあったりしている。 8.6% 2.6% 2.3%

34.2% 39.3%

小５ 中１ 中２
市 市 市

H30

42.2% 41.4% 37.0%
④　３０分以上１時間より少ない。 21.0% 17.8% 16.0%

①　後で、学校の先生に聞く。

②　後で、友達に聞く。

③　後で、塾の先生や家庭教師の先生に聞く。

⑤　自分で調べる。

⑥　ノートは、ほとんどとらない。
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8

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30

①　先生の説明を聞く。 45.9% 47.4% 45.1% 65.1% 73.8% 72.0% 72.2% 77.4% 76.0%
②　学習の手順や方法を考える。 20.2% 21.8% 22.5% 11.4% 13.4% 14.6% 12.0% 14.3% 15.1%
③　課題について、調べ学習をする。 10.9% 11.9% 12.8% 9.7% 9.2% 10.6% 8.4% 9.5% 10.9%
④　自分でじっくり考える。 17.5% 14.9% 15.2% 19.7% 16.8% 17.2% 19.6% 18.1% 18.4%
⑤　自分の考えを文章にまとめる。 39.6% 43.1% 42.9% 38.7% 33.5% 32.2% 31.8% 34.9% 30.7%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 29.4% 27.5% 28.2% 28.0% 30.4% 29.4% 34.9% 28.4% 28.8%
⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 9.7% 9.4% 9.4% 6.7% 5.4% 5.8% 5.2% 4.6% 5.0%
⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 26.4% 23.6% 23.4% 20.1% 16.7% 17.7% 15.4% 12.5% 14.4%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30

①　先生の説明を聞く。 44.4% 40.9% 39.8% 79.4% 81.1% 77.1% 80.8% 85.2% 81.6%
②　学習の手順や方法を考える。 10.6% 10.7% 10.9% 11.8% 11.6% 11.3% 11.1% 13.0% 12.2%
③　課題について、調べ学習をする。 39.4% 47.1% 43.2% 30.8% 26.8% 29.4% 28.0% 31.8% 32.0%
④　自分でじっくり考える。 16.2% 16.2% 16.3% 21.7% 20.7% 21.2% 22.6% 21.1% 20.8%
⑤　自分の考えを文章にまとめる。 11.5% 12.8% 13.0% 10.4% 7.6% 7.8% 8.1% 8.4% 8.1%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 18.0% 18.3% 20.2% 16.4% 23.1% 22.9% 25.9% 19.8% 22.6%
⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 44.3% 41.0% 42.9% 18.9% 15.4% 17.2% 12.1% 10.3% 11.8%
⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 15.2% 12.4% 13.1% 9.8% 12.8% 12.2% 10.7% 10.2% 10.3%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30

①　先生の説明を聞く。 43.3% 44.2% 41.8% 63.9% 66.4% 62.3% 66.4% 69.9% 67.4%
②　学習の手順や方法を考える。 22.7% 23.8% 23.7% 25.4% 24.9% 23.9% 24.3% 25.6% 25.2%
③　課題について、調べ学習をする。 6.9% 8.0% 9.2% 6.1% 5.9% 7.0% 6.0% 6.3% 6.9%
④　自分でじっくり考える。 46.8% 47.7% 47.4% 47.1% 46.7% 47.4% 48.1% 46.0% 48.1%
⑤　自分の考えを文章にまとめる。 11.9% 11.5% 10.9% 5.1% 3.6% 3.8% 2.9% 3.0% 3.4%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 28.1% 25.1% 27.9% 28.8% 30.8% 33.6% 34.0% 31.7% 31.0%
⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 5.3% 6.3% 6.6% 5.4% 4.1% 4.9% 4.3% 3.3% 3.7%
⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 34.7% 32.7% 32.1% 17.5% 16.9% 16.4% 13.6% 13.8% 13.8%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30

①　先生の説明を聞く。 54.1% 50.8% 50.2% 69.7% 72.3% 69.5% 78.9% 79.5% 78.2%
②　学習の手順や方法を考える。 23.1% 22.7% 23.0% 23.2% 21.9% 22.0% 22.0% 22.6% 22.2%
③　課題について、調べ学習をする。 24.6% 24.6% 26.8% 20.3% 19.0% 20.3% 16.7% 17.5% 18.5%
④　自分でじっくり考える。 17.1% 15.1% 15.7% 15.5% 12.7% 13.8% 15.5% 15.7% 16.9%
⑤　自分の考えを文章にまとめる。 11.7% 11.6% 11.0% 6.6% 7.9% 7.2% 5.3% 5.5% 5.4%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 39.9% 41.8% 39.8% 44.2% 45.6% 46.2% 45.0% 43.7% 43.0%
⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 9.7% 8.9% 9.0% 7.7% 7.9% 7.8% 6.5% 6.3% 6.0%
⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 19.4% 23.9% 24.0% 12.1% 12.1% 12.4% 9.5% 9.0% 9.6%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30

①　先生の説明を聞く。 68.0% 70.8% 71.2% 72.0% 72.5% 69.7%
②　学習の手順や方法を考える。 9.3% 10.0% 10.1% 9.7% 10.2% 10.3%
③　課題について、調べ学習をする。 7.4% 5.5% 6.1% 6.3% 6.6% 7.0%
④　自分でじっくり考える。 16.3% 16.6% 17.8% 16.6% 13.9% 16.6%
⑤　自分の考えを文章にまとめる。 4.4% 3.8% 4.1% 5.7% 4.9% 6.1%
⑥　ペアやグループで、考えを出し合ったり教え合ったりする。 48.4% 49.8% 46.3% 52.0% 50.1% 51.4%
⑦　自分の考えや資料をもとに、話し合う。 3.9% 3.7% 3.7% 3.0% 3.0% 2.8%
⑧　お互いに発表したり、説明したりする。 40.8% 39.2% 40.2% 33.9% 38.6% 35.5%

9

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
41.3% 17.2% 18.4% 35.8% 8.8% 9.1% 35.4% 7.9% 7.9%
48.9% 55.5% 55.2% 52.0% 48.0% 48.3% 52.0% 43.5% 43.3%
8.3% 23.0% 22.2% 9.6% 36.3% 35.8% 10.6% 39.3% 39.3%
1.5% 4.2% 4.1% 2.0% 6.8% 6.7% 1.8% 9.2% 9.2%

90.2% 72.7% 73.6% 87.8% 56.8% 57.4% 87.4% 51.4% 51.2%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
39.8% 41.5% 41.5% 39.4% 42.0% 43.5% 37.5% 37.5% 38.3%
47.3% 46.4% 46.9% 46.9% 47.5% 46.9% 49.1% 49.8% 50.3%
11.1% 10.2% 9.7% 10.6% 8.8% 8.0% 11.3% 10.4% 9.5%
1.7% 1.8% 1.7% 2.4% 1.6% 1.6% 2.0% 2.2% 1.8%

87.1% 87.9% 88.4% 86.3% 89.5% 90.4% 86.6% 87.3% 88.6%

英語

小５

①　とてもやりがいを感じる。
②　やりがいを感じる。

市
小５ 中１

中２

④　やりがいを感じない。

①と②の和

①　とてもやりがいを感じる。

市 市 市

市 市 市

市

中１

　日頃の授業では、どんな活動をすることが多いですか。教科ごとに多い順に二つずつ選んでください。

(2)　自分たちで考えたり話し合ったりする授業

③　あまりやりがいを感じない。

中２

小５ 中１ 中２
市 市

中２

(1)　先生の説明の時間が多い授業（H30：先生がくわしく説明してくれる授業）

市

　あなたは、次のような授業を受けて、どのように感じますか。

②　やりがいを感じる。

①と②の和

市

市 市

国語

小５

市

中２
市 市

市

市

③　あまりやりがいを感じない。
④　やりがいを感じない。

小５ 中１ 中２
市

中１

中１
市

社会

小５ 中１ 中２

算数
数学

理科

小５
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県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
35.5% 36.3% 36.2% 24.2% 26.5% 29.4% 21.4% 22.9% 24.2%
48.3% 48.3% 48.4% 52.1% 55.0% 54.5% 54.7% 55.9% 56.4%
14.0% 13.0% 13.1% 19.6% 15.7% 13.8% 20.0% 18.2% 16.4%
2.1% 2.2% 2.2% 4.0% 2.7% 2.3% 3.9% 2.9% 2.6%

83.8% 84.7% 84.6% 76.3% 81.5% 83.9% 76.1% 78.9% 80.6%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
50.6% 51.6% 50.8% 41.9% 43.7% 44.3% 36.0% 39.9% 38.6%
30.7% 31.4% 32.5% 36.4% 39.1% 38.9% 41.6% 42.1% 43.3%
14.1% 12.9% 12.9% 15.8% 13.3% 13.0% 17.6% 14.2% 14.3%
4.6% 4.0% 3.7% 5.5% 3.7% 3.4% 4.8% 3.8% 3.4%

81.3% 83.0% 83.4% 78.3% 82.8% 83.2% 77.5% 82.0% 81.9%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
58.0% 56.7% 55.4% 50.7% 51.8% 52.3% 43.2% 46.2% 47.2%
31.8% 32.2% 33.7% 36.6% 38.4% 38.6% 43.5% 41.8% 42.2%
8.2% 8.9% 8.8% 9.2% 7.8% 7.4% 11.0% 9.9% 8.7%
2.0% 2.1% 2.1% 2.8% 1.7% 1.7% 2.2% 2.0% 1.8%

89.8% 88.9% 89.1% 87.3% 90.2% 90.9% 86.7% 88.1% 89.4%

10

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
24.1% 22.1% 28.4% 18.3% 15.4% 17.5% 16.0% 15.1% 17.4%
39.3% 34.4% 33.4% 45.3% 38.9% 42.7% 49.5% 40.5% 43.8%
3.1% 4.3% 2.9% 8.6% 10.0% 7.1% 12.6% 15.4% 10.6%

20.2% 25.4% 21.6% 11.4% 17.7% 14.7% 6.5% 9.2% 8.7%
9.9% 10.4% 10.4% 10.9% 12.9% 12.9% 10.7% 14.3% 13.9%
3.2% 3.1% 3.1% 4.9% 4.3% 4.4% 4.6% 4.9% 5.2%

63.4% 56.5% 61.8% 63.7% 54.3% 60.2% 65.5% 55.6% 61.2%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
44.7% 27.6% 30.8% 35.7% 19.6% 23.1% 32.1% 18.4% 20.8%
21.7% 13.7% 15.7% 26.6% 16.8% 19.5% 32.7% 20.5% 23.7%
19.9% 15.7% 15.3% 24.9% 18.1% 18.3% 23.2% 17.3% 18.2%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
21.4% 13.4% 10.7% 22.7% 14.1% 10.8% 24.5% 14.2% 10.7%
12.7% 6.3% 5.3% 8.8% 5.2% 4.4% 9.7% 4.2% 5.0%
18.1% 10.3% 8.9% 15.0% 9.0% 7.6% 15.3% 7.4% 6.1%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
23.5% 9.6% 9.4% 25.2% 12.2% 12.1% 29.4% 13.2% 13.2%
0.9% 0.5% 0.4% 0.7% 0.4% 0.3% 0.3% 0.1% 1.4%
4.8% 1.1% 1.3% 3.2% 1.2% 1.3% 3.0% 2.1% 1.9%

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
2.3% 0.8% 0.8% 3.3% 1.5% 1.3% 4.9% 1.6% 1.8%
2.4% 0.9% 0.8% 4.3% 1.7% 1.6% 4.0% 1.7% 2.1%
6.1% 1.3% 1.1% 4.5% 1.0% 1.1% 4.0% 1.8% 2.3%
2.6% 0.5% 0.7% 3.1% 0.7% 0.9% 2.8% 1.1% 1.5%

①　先生に聞く。
②　友達に聞く。

③　あまりやりがいを感じない。

中２

③　後で、塾の先生や家庭教師の先生に聞く。

市 市

①　とてもやりがいを感じる。
②　やりがいを感じる。
③　あまりやりがいを感じない。
④　やりがいを感じない。

(5)　自分たちで調べて、課題を解決する授業

市 市 市

市

①と②の和

④　後で、家族や親戚に聞く。
⑤　自分で調べる。

①　とてもやりがいを感じる。
②　やりがいを感じる。
③　あまりやりがいを感じない。
④　やりがいを感じない。

　あなたは、授業で、分からないことがあったら、どうしますか。

小５ 中１ 中２

小５ 中１ 中２

小５

(3)　⑤を選んだ人に聞きます。その理由は何ですか。

市 市

中１ 中２
市 市

中１

①　いつもそうしているから。

①　とてもやりがいを感じる。
②　やりがいを感じる。

①と②の和

①と②の和

　最も当てはまるものを、一つ選んで○を書いてください。

中２

(4)　難しい課題に挑戦する授業

市 市 市

④　やりがいを感じない。

小５ 中１

小５ 中１ 中２
市 市 市

小５

①と②の和

⑥　そのままにしておく。

市市
小５ 中１

②　聞いたら分かるかなと思うから。
③　先生や友達は聞きやすいから。

①　説明が分かりやすいから。

①　分からないままにしたくないから。

中２

市 市 市
中１ 中２

③　分からないことをうまく伝えられないから。
④　聞きにくいから。

②　聞いたり調べたりするのがめんどうだから。

①　自分で調べたいから。
②　自分で調べるように先生に言われているから。
③　だれにも聞くことができないから。

市

②　いつも聞いているから。
③　聞きやすいから。

小５
市

(1)　①と②を選んだ人に聞きます。その理由は何ですか。

(4)　⑥を選んだ人に聞きます。その理由は何ですか。

(2)　③と④を選んだ人に聞きます。その理由は何ですか。

市

(3)　自分たちが発表したり、友達の発表を聞いたりすることが多い授業
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県 県 県

H30 H30 H30

95.8% 92.3% 89.3%

3.8% 6.9% 9.7%

県 県 県

H30 H30 H30

33.8% 39.0% 31.8%

39.6% 43.1% 38.0%

60.8% 53.8% 51.8%

57.9% 49.5% 43.3%

45.3% 39.7% 33.5%

67.6% 43.4% 39.1%

68.3% 64.9% 61.6%

76.0% 43.9% 40.7%

49.9% 52.3% 40.1%

35.5% 21.8% 17.1%

48.2% 35.2% 30.9%

66.2% 48.3% 45.8%

12

県 県 県
H30 H30 H30
66.6% 64.7% 68.4%
19.3% 19.8% 17.7%
8.1% 10.7% 9.3%
2.6% 3.0% 2.9%

85.9% 84.5% 86.0%

県 県 県
H30 H30 H30
62.3% 65.6% 68.5%
20.7% 16.8% 15.9%
10.4% 11.3% 9.8%
3.3% 4.5% 4.2%

83.0% 82.4% 84.4%

県 県 県
H30 H30 H30
67.7% 64.7% 64.9%
18.2% 19.2% 19.8%
8.1% 10.6% 10.3%
2.6% 3.6% 3.3%

85.9% 83.9% 84.7%

県 県 県
H30 H30 H30
57.0% 61.9% 62.4%
23.6% 21.3% 21.2%
11.7% 11.9% 11.2%
4.3% 3.1% 3.5%

80.6% 83.2% 83.6%

県 県 県
H30 H30 H30

55.2% 54.8%
25.0% 26.5%
13.8% 13.0%
4.3% 4.0%

80.1% 81.3%

外国語活動、外国語

道徳

総合的な学習の時間

特別活動

　学習する中で楽しいと感じたり、やりがいを感じたりすることがありますか。

小５

市 市 市

中１ 中２

体育、保健体育

国語

社会

算数、数学

理科

H30

75.1%

②　ない 3.7% 6.6% 10.2%

小５ 中１ 中２

市 市 市

①　ある

　①を選んだ人に聞きます。どの教科等で楽しさや、やりがいを感じますか。当てはまる教科等に○を書いてくださ
い。（いくつでも構いません。）

H30 H30 H30

95.8% 92.3% 88.2%

59.2%

37.9%

44.0%

51.4%

49.5%

35.2%

41.1%

音楽

図画工作、美術

家庭、技術・家庭

41.5%

49.9%

40.5%

40.4%

14.7%

28.4%

43.9%

50.1%

36.3%

49.3%

66.4%

20.9%

33.8%

45.8%

H30 H30

33.5%

40.3%

60.1%

57.2%

43.8%

66.1%

68.2%

29.8%

38.5%

50.8%

42.9%

29.1%

35.9%

61.7%

①　よくしている。 66.2% 62.8% 69.5%
②　どちらかといえばしている。 18.7% 19.7% 17.6%
③　あまりしていない。 8.4% 11.8% 8.6%

  あなたの学級では、授業のめあて（学習目標）を立てていますか（教科ごとに選択）。

国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 62.9% 64.5% 71.1%
②　どちらかといえばしている。 19.8% 17.6% 13.9%
③　あまりしていない。 10.0% 12.0% 9.5%

④　していない。 2.3% 3.8% 2.6%
①と②の和 84.9% 82.5% 87.1%

社会
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 66.7% 58.9% 62.6%
②　どちらかといえばしている。 17.9% 20.5% 19.8%
③　あまりしていない。 8.5% 13.7% 11.9%

④　していない。 3.0% 4.1% 4.0%
①と②の和 82.6% 82.1% 85.0%

算数・数学
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 55.9% 59.3% 62.8%
②　どちらかといえばしている。 23.5% 21.7% 20.2%
③　あまりしていない。 11.9% 13.2% 11.4%

④　していない。 2.5% 5.2% 4.1%
①と②の和 84.7% 79.3% 82.4%

理科
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

④　していない。 4.5% 4.0% 3.9%
①と②の和 79.3% 81.0% 83.1%

外国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

④　していない。 5.2% 4.3%
①と②の和 76.4% 80.1%

①　よくしている。 50.0% 51.2%
②　どちらかといえばしている。 26.4% 28.9%
③　あまりしていない。 16.7% 14.0%
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県 県 県
H30 H30 H30
42.9% 38.2% 40.7%
33.9% 34.5% 34.1%
18.2% 22.0% 20.2%
4.5% 4.9% 4.7%

76.8% 72.7% 74.8%

県 県 県
H30 H30 H30
34.5% 33.3% 31.3%
36.7% 34.6% 34.9%
22.3% 25.4% 26.4%
6.0% 6.4% 7.2%

71.3% 67.9% 66.2%

県 県 県
H30 H30 H30
42.5% 33.1% 33.1%
34.0% 36.5% 37.1%
18.3% 24.2% 23.7%
4.8% 5.7% 5.8%

76.5% 69.6% 70.2%

県 県 県
H30 H30 H30
41.2% 34.6% 32.2%
33.8% 36.3% 37.5%
18.4% 22.9% 24.4%
6.1% 5.9% 5.5%

75.0% 70.9% 69.7%

県 県 県
H30 H30 H30

35.3% 32.9%
36.5% 38.7%
22.3% 22.3%
5.6% 5.8%

71.8% 71.6%

14

県 県 県
H30 H30 H30
53.5% 51.7% 49.5%
30.9% 31.1% 32.7%
12.3% 14.1% 14.6%
2.9% 2.8% 2.9%

84.3% 82.8% 82.2%

県 県 県
H30 H30 H30
34.9% 25.3% 25.8%
34.9% 28.5% 28.4%
24.7% 35.4% 33.1%
5.1% 10.4% 12.4%

69.8% 53.8% 54.2%

県 県 県
H30 H30 H30
52.0% 40.1% 38.9%
30.3% 31.6% 32.3%
14.0% 22.4% 22.3%
3.3% 5.6% 6.2%

82.3% 71.7% 71.2%

県 県 県
H30 H30 H30
44.3% 33.7% 29.3%
32.0% 34.4% 35.6%
18.4% 25.7% 27.9%
4.8% 5.8% 6.9%

76.3% 68.1% 64.9%

  授業の始めに、学習の流れを確認していますか（教科ごとに選択）。

①　よくしている。 40.7% 36.6% 38.8%
②　どちらかといえばしている。 35.2% 35.1% 34.2%
③　あまりしていない。 18.5% 22.8% 21.5%

国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 32.9% 34.4% 33.9%
②　どちらかといえばしている。 38.1% 34.8% 34.4%
③　あまりしていない。 22.3% 24.4% 24.6%

④　していない。 5.0% 5.1% 5.2%
①と②の和 76.0% 71.7% 73.1%

社会
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 39.4% 31.9% 32.9%
②　どちらかといえばしている。 36.3% 36.7% 37.5%
③　あまりしていない。 18.7% 24.8% 23.0%

④　していない。 6.1% 6.1% 6.9%
①と②の和 70.9% 69.2% 68.2%

算数・数学
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 39.6% 33.4% 33.2%
②　どちらかといえばしている。 34.3% 37.2% 36.3%
③　あまりしていない。 18.9% 22.7% 24.3%

④　していない。 5.0% 6.3% 6.4%
①と②の和 75.7% 68.6% 70.4%

理科
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

④　していない。 6.6% 6.4% 6.0%
①と②の和 73.9% 70.6% 69.4%

外国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

④　していない。 5.6% 6.1%
①と②の和 71.7% 71.5%

  授業中に、自分の考えを書く活動を行っていますか（教科ごとに選択）。

①　よくしている。 35.5% 32.9%
②　どちらかといえばしている。 36.2% 38.6%
③　あまりしていない。 22.4% 22.1%

①　よくしている。 52.6% 52.3% 50.1%
②　どちらかといえばしている。 31.4% 30.7% 32.7%
③　あまりしていない。 12.7% 13.8% 14.2%

国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 34.7% 23.0% 22.3%
②　どちらかといえばしている。 34.7% 28.2% 28.9%
③　あまりしていない。 25.1% 37.1% 36.0%

④　していない。 2.6% 3.0% 2.9%
①と②の和 84.1% 83.0% 82.7%

社会
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 48.6% 38.0% 36.6%
②　どちらかといえばしている。 31.6% 30.8% 32.6%
③　あまりしていない。 15.6% 23.4% 23.9%

④　していない。 4.8% 11.4% 12.6%
①と②の和 69.5% 51.2% 51.2%

算数・数学
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 43.8% 33.1% 28.0%
②　どちらかといえばしている。 31.3% 34.2% 36.0%
③　あまりしていない。 19.1% 25.4% 27.8%

④　していない。 3.7% 7.4% 6.7%
①と②の和 80.2% 68.8% 69.2%

理科
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

④　していない。 5.2% 7.0% 7.9%
①と②の和 75.1% 67.3% 64.0%
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県 県 県
H30 H30 H30

23.8% 28.4%
32.9% 36.2%
33.4% 27.6%
9.6% 7.5%

56.7% 64.6%

15

県 県 県
H30 H30 H30
38.1% 31.2% 28.9%
30.7% 30.8% 30.9%
23.6% 28.5% 30.1%
7.2% 9.2% 9.9%

68.9% 62.0% 59.8%

県 県 県
H30 H30 H30
46.8% 39.1% 34.7%
27.2% 27.4% 28.3%
19.4% 24.3% 25.9%
6.2% 8.9% 10.9%

74.0% 66.5% 63.0%

県 県 県
H30 H30 H30
56.4% 36.5% 32.0%
24.5% 31.3% 32.9%
14.0% 23.8% 25.6%
4.8% 8.0% 9.2%

80.9% 67.8% 64.9%

県 県 県
H30 H30 H30
45.2% 39.7% 34.2%
28.5% 29.9% 31.9%
18.8% 22.2% 24.8%
7.2% 7.9% 8.8%

73.7% 69.6% 66.1%

県 県 県
H30 H30 H30

30.2% 25.3%
32.6% 33.1%
27.2% 30.3%
9.6% 11.0%

62.8% 58.4%

16

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
28.3% 24.1% 26.2% 22.3% 21.3% 22.1% 19.7% 18.5% 18.9%
49.3% 52.1% 51.8% 49.7% 50.8% 51.6% 51.5% 51.8% 52.5%
20.4% 21.9% 20.3% 25.0% 25.5% 23.9% 25.6% 26.6% 25.6%
1.8% 1.7% 1.6% 2.7% 2.2% 2.1% 3.1% 3.0% 2.8%
77.6% 76.2% 78.0% 72.0% 72.1% 73.7% 71.2% 70.3% 71.4%

17

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30
27.1% 23.7% 25.7% 26.0% 22.5% 23.8% 23.1% 22.2% 21.4%
46.2% 48.8% 48.3% 46.2% 50.5% 49.3% 48.5% 50.3% 50.4%
23.9% 24.6% 23.0% 23.8% 23.9% 23.8% 25.2% 24.0% 24.8%
2.6% 2.7% 2.9% 3.8% 2.9% 2.9% 3.1% 3.5% 3.2%
73.3% 72.5% 74.0% 72.2% 73.0% 73.1% 71.6% 72.4% 71.8%

外国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

④　していない。 11.0% 8.8%
①と②の和 56.1% 61.8%

  授業の終わりに学習内容を振り返る活動（ノートにまとめたり、考えたことを整理したりするなど）を行っていますか
（教科ごとに選択）。

①　よくしている。 23.3% 25.3%
②　どちらかといえばしている。 32.8% 36.5%
③　あまりしていない。 32.6% 29.1%

①　よくしている。 36.1% 29.6% 27.0%
②　どちらかといえばしている。 32.0% 31.1% 29.7%
③　あまりしていない。 24.4% 29.3% 31.8%

国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 47.2% 40.7% 37.8%
②　どちらかといえばしている。 27.5% 27.0% 26.7%
③　あまりしていない。 18.5% 22.9% 24.5%

④　していない。 7.1% 9.7% 11.3%
①と②の和 68.1% 60.7% 56.7%

社会
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 56.0% 32.1% 29.4%
②　どちらかといえばしている。 24.6% 32.7% 32.1%
③　あまりしていない。 14.0% 25.6% 27.6%

④　していない。 6.4% 9.0% 10.8%
①と②の和 74.7% 67.8% 64.5%

算数・数学
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 43.9% 39.4% 34.4%
②　どちらかといえばしている。 28.9% 30.2% 30.2%
③　あまりしていない。 19.3% 21.6% 25.7%

④　していない。 5.1% 9.3% 10.7%
①と②の和 80.5% 64.8% 61.5%

理科
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

①　よくしている。 28.1% 23.4%
②　どちらかといえばしている。 32.6% 32.0%
③　あまりしていない。 27.8% 31.9%

④　していない。 7.5% 8.5% 9.4%
①と②の和 72.8% 69.6% 64.6%

外国語
小５ 中１ 中２

市 市 市
H30 H30 H30

小５ 中１ 中２
市 市 市

①　よくしている。
②　どちらかといえばしている。
③　あまりしていない。

④　していない。 11.0% 12.5%
①と②の和 60.7% 55.3%

　授業中に、自分で考えたり、自分から進んで活動に取り組んだりしていますか。

①　よくしている。
②　どちらかといえばしている。
③　あまりしていない。
④　していない。

①と②の和

④　していない。
①と②の和

　授業中に、先生から教えてもらったことや友達と話し合ったことなどを通じて、自分の考えを広げたり深めたりするこ
とができていますか。

小５ 中１ 中２
市 市 市
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18

県 県 県
H29 H30 H30 H29 H30 H30 H29 H30 H30

35.6% 33.5% 33.8% 24.7% 21.8% 21.8% 19.2% 18.3% 17.2%
46.6% 48.2% 48.0% 48.6% 51.2% 50.8% 50.8% 49.2% 50.1%
15.7% 16.4% 16.2% 22.8% 23.9% 24.4% 25.8% 28.5% 28.7%
2.0% 1.7% 1.8% 3.6% 2.8% 2.8% 4.1% 3.9% 3.8%
82.2% 81.7% 81.8% 73.3% 73.0% 72.6% 70.0% 67.5% 67.3%

19

県 県 県
H30 H30 H30
58.1% 58.3% 59.0%
76.3% 84.6% 83.9%

37.0% 37.3% 32.8%

3.1% 4.0% 4.4%

20

県 県 県
H30 H30 H30
10.5% 4.9% 3.7%
59.8% 50.0% 47.6%
7.1% 9.3% 8.7%
6.9% 20.6% 27.3%
15.6% 15.1% 12.4%

21

県 県 県
H30 H30 H30
29.7% 26.0% 23.8%
39.3% 41.1% 41.6%
24.3% 25.9% 27.8%
6.5% 6.8% 6.6%
69.0% 67.1% 65.4%

22

県 県 県
H30 H30 H30
40.8% 37.2% 31.0%
44.0% 48.4% 51.9%
11.7% 10.8% 13.1%
3.4% 3.4% 3.5%
84.8% 85.6% 82.9%

23

県 県 県
H30 H30 H30
74.0% 53.1% 45.9%
15.1% 22.7% 26.2%
7.6% 17.2% 20.4%
3.2% 6.8% 7.3%
89.1% 75.8% 72.0%

24

県 県 県
H30 H30 H30
21.2% 38.6% 48.1%
26.8% 21.7% 19.1%
51.8% 39.6% 32.6%

25

県 県 県
H30 H30 H30
11.2% 9.2% 7.1%
17.8% 15.5% 13.1%
24.4% 23.3% 22.2%
23.9% 26.2% 27.6%
11.3% 14.2% 16.3%
5.5% 6.1% 7.2%
2.7% 2.4% 2.9%
3.1% 2.9% 3.3%
46.4% 51.9% 57.3%

　授業で学んだことを、ほかの学習や普段の生活に生かすことができていますか。

小５ 中１ 中２

小５ 中１ 中２
市 市 市

H30 H30 H30

市 市 市

①　よくできている。
②　どちらかといえばできている。
③　あまりできていない。
④　まったくできていない。

①と②の和

　テストなどが返されたらどのようにしますか（複数回答可）。

④　そのままにしておく。 3.5% 4.4% 3.9%

　あなたが勉強をする理由は何ですか。最も当てはまるものを一つ選んでください。

小５ 中１ 中２
市 市 市

①　先生が解き方を説明してくれるので聞く。 58.5% 59.6% 62.6%
②　間違った問題を訂正する。 79.1% 85.2% 86.5%
③　分からない問題を分かるようになる
  まで先生や友達等に教えてもらう。

35.4% 37.2% 35.0%

③先生や家の人に勉強をするように言われるから。 7.8% 10.0% 9.1%
④希望する中学校等に進学したいから。 9.0% 23.8% 31.2%
⑤特に考えていない。 15.6% 14.6% 11.9%

H30 H30 H30
①勉強をすることが楽しいから。 11.1% 4.7% 3.5%
②将来の夢や目標を実現するために必要だから。 56.3% 46.7% 44.1%

①　あると思う。 31.4% 26.4% 24.6%
②　どちらかといえばあると思う。 38.8% 42.0% 41.7%
③　あまりないと思う。 23.4% 24.7% 26.8%

　自分には、よいところがあると思いますか。

小５ 中１ 中２
市 市 市

H30 H30 H30

小５ 中１ 中２
市 市 市

H30 H30 H30

④　まったくないと思う。 6.3% 6.7% 6.8%
①と②の和 70.2% 68.4% 66.3%

　先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。

④　まったくないと思う。 3.7% 3.3% 3.6%
①と②の和 83.7% 85.5% 83.1%

　将来の夢や目標をもっていますか。

①　認めてくれる。 39.5% 36.7% 31.2%
②　どちらかといえば認めてくれる。 44.2% 48.8% 51.9%
③　あまりないと思う。 12.4% 10.9% 13.1%

①　もっている。 73.5% 52.7% 45.6%
②　どちらかといえばもっている。 15.5% 23.2% 26.7%
③　あまりもっていない。 7.6% 17.3% 20.2%

小５ 中１ 中２
市 市 市

H30 H30 H30

26.1% 19.3% 16.9%
③　もっていない。 51.6% 41.4% 33.2%

小５ 中１ 中２
市 市 市

H30 H30 H30

④　まったくもっていない。 3.2% 6.7% 7.4%
①と②の和 89.0% 75.9% 72.3%

　あなたはスマートフォンをもっていますか。

④～⑧の和（1時間以上） 48.0% 52.4% 59.1%

④１時間以上２時間より少ない。 24.1% 26.2% 27.4%
⑤２時間以上３時間より少ない。 11.7% 13.8% 17.0%
⑥３時間以上４時間より少ない。 5.9% 6.3% 7.6%

①していない。 10.2% 8.7% 6.3%
②３０分より少ない。 18.3% 15.8% 13.2%
③３０分以上１時間より少ない。 23.3% 23.0% 21.2%

⑦４時間以上５時間より少ない。 2.9% 2.7% 3.3%
⑧５時間より多い。 3.4% 3.4% 3.8%

　インターネット（スマートフォン、ゲーム、ＳＮＳなど）を１日当たりどれくらいの時間していますか。

小５ 中１ 中２
市 市 市

H30 H30 H30

①　自分専用のものをもっている。 22.0% 39.1% 49.8%
②　家族で共用のものをもっている。
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Ⅴ 今後の対策－主体的・対話的で深い学びを実現するために－

１ 今後の対策

ア 全国学力・学習状況調査や鹿児島学習定着度調査の問題を全職員が解いて、児童生徒
に求められている学力を把握する。

当該学年の担当職員だけでなく全職員が実際に問題を解いてみて、どのような力を児童生徒

に付けていくべきか共有することが大切です。そのために、平成31年度全国学力・学習状況調

査の調査問題・正答例・解説資料等を積極的に活用しましょう。

※ コンピュータ上で次のＵＲＬをクリックすると国立教育政策研究所のＷｅｂページにジャ

ンプします。 http://www.nier.go.jp/18chousa/18chousa.htm

イ 各学校では、数値目標や共通実践事項を設定し、学力向上対策と指導方法の工夫改
善が、諸検査結果等につながるようにする。

定着の低い内容について、各教科年間指導計画へ朱書き等を行い、指導に生かしましょう。

本調査結果を生かした年間指導計画例が、『平成３０年度鹿児島学習定着度調結果報告書』

（平成３１年３月発行、鹿児島県教育委員会）に示されています。自校の平均通過率や市平均

との差、取組内容を明記することで重点化した指導につながるとともに、翌年度以降にも自校

の課題や改善策が引き継がれていきます。

ウ 児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を推進する。

① 単元や題材など内容や時間のまとまりを見通した目標の明確化

② 児童生徒に主体的な問題解決を促す学習課題（学習問題）の設定

③ 児童生徒の思考・判断を促す「発問」の工夫

④ 児童生徒が自分の考えを相互に説明する活動の充実

⑤ 思考過程が分かる構造的な「板書」（整合するめあてとまとめの確実な提示）

⑥ 他者の「話を聞く態度」の育成（学校と家庭での習慣付け）

エ 学習内容が定着するまで繰り返し指導して習得状況の見届けを徹底する。

① 「かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムの単元・領域別評価問題」の活用

② 児童生徒が調べたり文章を書いたりする「宿題」（家庭学習）の取組

新学習指導要領において示された「主体的・対話的で深い学び」とはどのような学びであ

るか、全職員で確認することが、まず第一歩です。そのために、次ページの資料等を活用し

た校内研修を行いましょう。そして、上記の点について自校なりの具体策を検討しましょう。

その際、研究協力校等の取組を参考にしていただくために、実践例を掲載しました。

また、取組に当たっては、保護者の理解や協力を得ることも重要です。「学習指導要領はど

のように変わったのか。」、「今後、大学入試等はどのように変わっていくのか。」、「これから

の時代に求められる学力を育成するために、学校と家庭ではどのようなことを大切にしてい

くべきなのか」などについて、説明や意見交換を行う場を設けたいものです。
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２ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるに当たって

小学校（中学校）学習指導要領 第１章第３の１の(1)から ※ 下線は筆者による

(1) 第１の３の(1)から(3)までに示すことが偏りなく実現されるよう、単元や題材など

内容や時間のまとまりを見通しながら、児童（生徒）の主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた授業改善を行うこと。

特に、各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり、思考力、判断力、表現

力等や学びに向かう力、人間性等を発揮させたりして、学習の対象となる物事を捉え思考

することにより、各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方（以下「見方・考え

方」という。）が鍛えられていくことに留意し、児童が各教科等の特質に応じた見方・考

え方を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考え

を形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりするこ

とに向かう過程を重視した学習の充実を図ること。

※ 「第１の３の(1)から(3)までに

示すこと」とは

(1) 知識及び技能が習得されるよ

うにすること。

(2) 思考力、判断力、表現力等を

育成すること。

(3) 学びに向かう力、人間性等を

涵養すること。

理解していること・
できることをどう使うか

何を理解しているか
何ができるか

どのように社会・世界と関わり，
よりよい人生を送るか

学びに向かう力
人間性等

知識・技能 思考力・判断力・表現力等

図 資質・能力の三つの柱

【取組に当たっての留意点】

ア これまで地道に取り組まれ蓄積されてきた実践を否定し、全く異なる指導方法を導入しなけ

ればならないと捉える必要はないこと。

イ 授業の方法や技術の改善のみを意図するものではなく、児童生徒に目指す資質・能力を育む

ために「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の視点で、授業改善を進めるものであ
ること。

ウ 各教科等において通常行われている学習活動（言語活動、観察・実験、問題解決的な学

習など）の質を向上させることを主眼とするものであること。

エ 単元や題材など内容や時間のまとまりの中で、学習を見通し振り返る場面をどこに設定す
るか、グループなどで対話する場面をどこに設定するか、児童生徒が考える場面と教師が教え

る場面をどのように組み立てるかを考え、実現を図っていくものであること。

オ 深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要になること。各教科等の「見方・
考え方」は、「どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのか」というそ

の教科等ならではの物事を捉える視点や考え方である。

カ 基礎的・基本的な知識及び技能の習得に課題がある場合には、その確実な習得を図ることを
重視すること。
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３ 各教科における主体的・対話的で深い学び

【中学校数学の例】
数学科の目標（育成を目指す資質・能力）

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。

(1) 数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数

学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるように

する。

(2) 数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的・発

展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

(3) 数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそう

とする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

※ 「数学的な見方・考え方」とは

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考え、統

合的・発展的に考えること。

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、数学的

活動を通して、児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。

その際、数学的な見方・考え方を働かせながら、日常の事象や社会の事象を数理的に捉え、数

学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念を形成する

などの学習の充実を図ること。

(1) 主体的な学び

生徒自らが、問題の解決に向けて見通しをもち、粘り強く取り組み、問題解決の過程を振

り返り、よりよく解決したり、新たな問いを見いだしたりするなどの「主体的な学び」

(2) 対話的な学び

事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり、よりよい考えや事柄の本質について話

し合い、よりよい考えに高めたり事柄の本質を明らかにしたりするなどの「対話的な学び」

(3) 深い学び

数学に関わる事象や、日常生活や社会に関わる事象について、数学的な見方・考え方を働

かせ、数学的活動を通して、新しい概念を形成したり、よりよい方法を見いだしたりするな

ど、新たな知識・技能を身に付けて、それらを統合し、思考、態度が変容する「深い学び」

【指導のポイント】

○ １時間で全てが実現されるものではありません。単元等を見通して、重点化を図りましょう。

○ グループ活動等が目的となってはいけません。「どんな資質・能力が育成されたのか。」が大切で

す。児童に数学的活動の楽しさを味わわせながら実現したいものです。

○ 習得・活用・探究という過程の中で「見方・考え方」を働かせることを通して、

より質の高い学びにつなげることが重要です。「子供が問題を見いだせたか。」な

ど子供の視点に立った省察を大切にしたいものです。

平成２９年発行の学習指導要領解説の各教科編を参照し、各教科における主体

的・対話的で深い学びとはどのようなものかを把握して、授業に臨みましょう。
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４ 単元や題材の目標を明確にするために

学習指導要領に示す目標に照らしてその実現状況をみる評価（目標に準拠した評価）を着実に実

施するためには、各教科の目標だけでなく、領域や内容項目レベルの学習指導のねらいが、明確に

なっている必要があります。そして、学習指導のねらいが児童の学習状況として実現されたという

のは、どのような状態になっているかが具体的に想定されている必要があります。このような状況

を具体的に示したものが評価規準であり、各学校において設定するものです。＊１

そこで、単元や題材の目標を明確にするためには、まず、各教科の『学習指導要領解説』で単元

等のねらいを確認する必要があります。次に、評価の観点ごとに、「単元の評価規準」を設定しま

す。そして、単元の指導計画を作成しますが、その際に、どの時間にどの評価の観点を重視して指

導と評価を行うのかを計画します。１単位時間の中で全ての児童生徒を４観点から評価し、指導に

生かすことは現実的ではありませんから、「本時では、このことについて評価し、どの児童生徒も

『十分満足できる状況』や『おおむね満足できる状況』に高めるのだ」と明確にして授業に臨むこ

とが重要です。このように指導の重点化が図られると、その時間でどのような活動に時間を割くべ

きかが明らかになってきます。「主体的・対話的で深い学び」を単なる指導方法として捉え、「グ

ループ活動をいつもしなければならない」、「反復練習には、取り組ませるべきではない」などと

形式的に考えることは望ましいことではありません。

単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して目標を明確化し、その目標を達成するためにふ

さわしい活動を位置付けることが求められています。

【例：中学校第１学年理科＊２】

(1) 単元名 葉・茎・根のつくりと働き

(2) 単元のねらい

観察によって、種子植物の葉、茎、根の基本的なつくりの特徴を見いだすとともに、それらを

光合成、呼吸、蒸散についての実験結果と関連付けて捉えさせ、植物の体のつくりと働きについ

て総合的に理解させる。

(3) 単元の評価規準＊１

自然事象への
科学的な思考・表現 観察・実験の技能

自然事象についての

関心・意欲・態度 知識・理解

生物の観察、植物の 生物の観察、植物の体 生物の観察、植物の体の 観察や実験などを行

体のつくりと働き、植 のつくりと働き、植物の つくりと働き、植物の仲間 い、植物の体のつくり

物の仲間に関する事 仲間に関する事物・現象 に関する事物・現象につい と働き、植物の仲間に

物・現象に進んで関わ の中に問題を見いだし、 ての観察、実験の基本操作 関する事物・現象につ

り、それらを科学的に 目的意識をもって観察、 を習得するとともに、観察、 いて基本的な概念・多

探究するとともに、生 実験などを行い、事象や 実験の計画的な実施、結果 様性や規則性を理解

命を尊重し、自然環境 結果を分析して解釈し、 の記録や整理など、事象を し、知識を身に付けて

の保全に寄与しようと 自らの考えを表現してい 科学的に探究する技能の基 いる。

している。 る。 礎を身に付けている。

(4) 単元の指導計画（全９時間）

節 時間 指導目標 主な学習活動
評 価

関 思 技 知

葉
葉の表皮の観察結果を基に、葉の筋 葉、茎、根の働きについて既習

の
の通り方から葉を分類し、その特徴と 事項を基に話し合い、葉の表皮の ○ ○

つ
２ 筋の働きを推論することができる。 観察を行う。

く
葉の表皮や内部の観察結果を基に、 葉の断面の観察を行い、葉の表

り
葉のつくり、水や養分の通り道につい 皮や内部のつくりの特徴をまと ○ ○
て説明することができる。 め、発表し合う。

葉 葉のつくりの観察結果と光合成の実 葉の中で光合成が行われている

の 験結果を基に、葉緑体で光合成が行わ 場所を予想して実験を行い、結果 ○
働 ４ れていることを推論できる。 を基に考察したことを発表し合

き う。

＊１ 国立教育政策研究所『評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料』（平成２３年１１月）から引用。
新学習指導要領では、３観点となるため、令和元年度中に新しい参考資料が発行される予定である。

＊２ 平成２９年度市中学校教科別研修会（理科）公開授業指導案を基に作成。
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５ 児童生徒の思考・判断を促す「発問」の工夫

「主体的・対話的で深い学び」を実現するためには、本時の目標や児童生徒の実態を踏まえて、

児童生徒が思わず考えたくなる発問を繰り出すことが必要です。また、発問した後は、教師の「待

つ」姿勢も大切です。一人一人にじっくりと考えさせ、その上で、ペアやグループによる意見交換

を促したり、全体で発表し合ったりして、考えを深め合うことも大切にしたい活動です。

下表の理科の発問例を参考にして、各教科の目標や特質を踏まえた発問を考えてみましょう。

※ 平成２９年度の本報告書にも研究協力校の例を掲載しておりますので、是非参考にしてください。

表 科学的に探究する力を育成する理科の発問例

学習過程 発問のねらい 主な発問

課題把握 既習事項の確認 「前の時間には、どのようなことを学習しましたか。」
・既習事項の
想起、確認 〃 「○○について、説明できますか。」

・課題設定 事象提示の事実確認 「どのような現象が見られましたか。
（課題の焦 （何が起きましたか。何が確認できましたか。）」
点化） 比較観察の促進 「～～と～～を比べると、どこが違いますか。」

問題意識の喚起 「違う理由は（この原因）は、何でしょうか。」
問題の焦点化 「よく分からないところは、どこですか。」

「何がはっきりするとよいのでしょうか。」

課題追究 予想や仮説の比較検討 「～さんの考えについてどう思いますか。」
・解決の見 予想や仮説の根拠の明 「どうして、そう思うのですか。」
通し 確化 「何からそう考えたのですか。」
【予想や仮 検証計画の立案 「この予想を確かめるには、どうすればよいでしょうか。」
説の設定】 （実証性を問う。）
【検証計画 比較の対象と観点の明 「何と何を、どのような視点で比べるとよいですか。」
の立案】 確化
【結果の見 結果の見通し 「～さんの予想が正しければ、どんな結果が得られるはず
通し】 ですか。」

操作等の意図の確認 「（実験操作や留意点を示して）何のために、このように
するのでしょうか。」

安全性の確認 「この実験で気を付けなければならないことは何ですか。」
記録の仕方の確認 「結果は、どのように記録すると分かりやすいでしょうか。」

【観察・実 結果と予想の照合 「予想どおりでしたか。」「納得しましたか。」
験】 再現性の確認 「何回やってもそうなりますか。」

「条件を変えてみても同じ結果ですか。」
【考察】 結果の整理・事実確認 「どのような結果が得られましたか。」

考察 「この結果からどんなことが言えますか。」
「それは、どの結果から分かったのですか。」

課題解決 結論の記述の促し 「今日の問題の答えを書きましょう。主語は、何ですか。
・結論 （どんな言葉で書き始めるといいですか。）」

「今日はどんなことが分かりましたか。そのキーワードは、
何ですか。」

教科書による確認、理 「教科書では、どのように説明されていますか。」
解深化 「その中でよく分からないところはどこですか。」

・適用 日常生活や社会生活へ 「～～のよさは、どんなところでしょうか。」
の適用（気付きの促し） 「こんな場合は、どのように説明できるでしょうか。」

・振り返り 内容に関する振り返り 「印象に残ったことはどんなことですか。それは、どうし
てですか。」

変容の自覚化 「初めに○○と予想したのはどんな理由からだったのでしょ
うか。その考えは、今日の授業で変わりましたか。」

方法に関する振り返り 「大切だなと思った考え方や方法は、どんなことですか。」

個々の実態や状況に応じて、絶妙なタイミングで“思わず考えたくなる発問”を

繰り出すのは、決してＡＩにはできない技でしょう。これぞ、教師の醍醐味です。
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６ 児童生徒が自分の考えを相互に説明する活動の充実

思考力、判断力、表現力等の育成に当たっては、記録、要約、論述、説明などといった言語活動

の充実が大切です。特に、児童生徒相互に説明し合う活動は、理解をより確かなものにしたり、考

えを広げ深めることにつながります。その際、教室内のどの児童生徒も主体的に参加するようにす

るためには、ユニバーサルデザインの視点を取り入れた指導の工夫が有効です。

下図を参考に、「授業でのバリアを除く工夫」や、学習活動や発問の焦点化、ペア・グループ活

動等による考えの共有化、ＩＣＴの効果的活用や活動の流れの掲示等による視覚化を重視した授業

づくりに取り組んでみましょう。

図１ 授業のユニバーサルデザイン化モデル

図２ 授業づくり「３つの柱」

出典：桜洲小学校 平成２８・２９年度研究紀要

『すべての子供が参加し、「分かる・できる」喜びを実感できる授業づくり』（平成３０年１月）
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７ 「かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムの単元・領域別評価問題」等の活用

(1) 「かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムの単元・領域別評価問題」の活用

県教育委員会が、市町村教育委員会や教育事務所の協力を得て作成した思考力、判断力、表

現力等を問う問題を加工可能な様式でＣＤ-Ｒに集約し、各学校へ配布してあります（平成３０
年１１月５日付け「かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステムの活用について（依頼）」）。

問題は、ワープロソフトで作成されているため、問題を改変したり、部分的に活用したりす

ることができます。単元末の評価問題、定期考査の問題、授業の学習問題、家庭学習の課題（週

末や長期休業中を含む。）として活用を図り、学習内容の定着、見届けに活用しましょう。

採点結果は、Ｗｅｂシステムに入力することで正答率や度数分布を確認することができます。

※ Ｗｅｂシステムの『教材集』には、ＰＤＦ版

の評価問題や過去の学力調査の問題も掲載され

ています。

(2) 過去の学力調査等の活用

Ｗｅｂシステムの『学びの羅針盤、資料集』には、次に示す

学力調査等の過去１０年間分の『分類・整理表』が掲載されて

います。鹿児島学習定着度調査等のどの問題が、どの学年のど

の単元で使用できるかが、一覧で示されていますので、単元・

題材に応じて計画的に活用すると効果的であると考えられます。

「鹿児島県学力調査（「基礎・基本」定

着度調査、鹿児島学習定着度調査）」

（Ｈ２０～２９）

「全国学力・学習状況調査」

（Ｈ２１～３０）

「鹿児島県公立校等学校入学者選抜学力

検査」 （Ｈ２１～３０）
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